
輸
送
船
敵
潜
の
魚
雷
を
受
け
沈
没
す
る
 

昭
和
十
九
年
二
月
二
十
一
日
、
輸
送
船
団
は
父
島
に
向
け
、
横
浜
を
出

港
し
た
。
 

物
資
を
満
載
し
た
輸
送
船
団
は
六
隻
、
二
列
縦
隊
に
並
び
、
そ
の
周
囲

を
護
衛
艦
三
隻
で
守
り
な
が
ら
、
相
模
灘
を
出
た
。
太
平
洋
の
黒
潮
は
荒

く
、
寒
風
は
刃
物
の
よ
う
に
冷
た
く
膚
に
喰
い
込
ん
で
く
る
。
 

大
島
周
辺
は
、
敵
潜
が
網
の
目
を
め
ぐ
ら
し
、
日
本
船
団
を
じ
っ
と
待

ち
伏
せ
し
て
い
る
。
 と
く
に
今
年
に
入
っ
て
数
を
増
し
、
三
隻
位
で
集
団

を
組
み
襲
う
と
い
う
狼
群
作
戦
を
と
り
、
最
も
危
険
区
域
と
さ
れ
て
い
た
。
 

制
海
権
は
完
全
に
敵
に
握
ら
れ
て
い
た
。
船
団
は
、
敵
潜
に
針
路
を
覚

ら
れ
ぬ
た
め
大
き
く
ジ
グ
ザ
グ
運
動
を
繰
返
し
、
南
進
し
た
。
 

八
丈
島
、
青
ケ
島
、
鳥
島
な
ど
伊
豆
諸
島
の
近
辺
も
敵
潜
の
巣
屈
と
い

わ
れ
、
船
団
は
針
路
を
西
に
と
り
、
夜
間
は
島
か
ら
離
れ
、
昼
は
島
づ
た

い
に
南
進
し
て
い
く
。
 や
が
て
小
笠
原
諸
島
に
近
づ
く
と
、
日
一
日
と
暖

か
さ
が
増
す
。
 

二
十
三
日
、
夜
明
け
間
近
の
三
時
、
草
木
も
眠
る
と
き
で
あ
っ
た
。
漸

や
く
小
笠
原
群
島
の
島
影
が
見
え
て
い
た
。
 

「
突
然
」
静
か
な
暗
い
海
に

「
ご
お
ー
ん
」
爆
発
音
が
起
り
、
火
柱
が
高

く
上
り
瞬
時
に
輪
送
船
一
隻
が
波
間
に
沈
ん
だ
。
 

「
君
島
丸
」
で
あ
る
。
敵
潜
の
雷
撃
を
受
け
爆
発
炎
焼
沈
没
し
た
の
だ
。
 

敵
潜
の
攻
撃
は
、
日
没
か
ら
深
夜
、
そ
し
て
払
擁
に
か
け
隠
密
裡
に
水

上
航
走
し
、
攻
撃
の
上
は
速
か
に
潜
没
避
退
し
て
い
た
。
敵
は
水
中
測
的
 

団
の
強
行
輸
送
の
護
衛
時
に
は
殆
ど
使
わ
れ
な
い
。
 エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る

と
、
護
衛
艦
が
先
に
敵
潜
の
餌
食
に
さ
れ
る
か
ら
だ
。
 こ
れ
に
対
し
水
中

探
信
機
は
海
防
艦
の
生
命
と
も
云
わ
れ
、
と
く
に
三
式
探
信
機
を
装
備
し

て
か
ら
は
、
こ
れ
を
い
か
に
使
い
こ
な
す
か
に
よ
り
対
潜
攻
撃
の
効
果
が

決
ま
り
、
艦
及
び
船
団
の
運
命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
大
で
あ
っ
た
。
 

今
、
探
信
機
室
は
、
異
状
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
 

艦
底
の
水
中
探
信
機
か
ら
右
方
向
に
超
音
波
を
発
信
し
て
い
る
。
毎
秒

一
、
五
〇
〇
米
の
速
さ
で
水
中
を
伝
わ
り
、
物
体
に
当
っ
て
反
響
波
が
返
っ

て
く
る
。
 そ
こ
で
ブ
ラ
ウ
ソ
管
の
オ
シ
ロ
グ
ラ
フ
を
見
て
返
っ
て
く
る
時

間
の
％
が
巨
離
で
あ
り
、
プ
レ
る
角
度
が
方
向
で
あ
る
。
 又
、
反
響
波
の

鋭
さ
に
よ
り
、
岩
石
や
鉄
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
更
に
レ
シ
バ

ー
 

を
か
ぷ
り
反
響
音
に
よ
り
水
上
艦
艇
か
識
別
す
る
の
で
あ
る
。
捕
促
は
三

千
米
か
ら
五
千
米
が
限
度
で
あ
る
が
、
水
測
員
の
錬
度
の
高
さ
に
よ
る
、
 

「
右
、
 一
〇
度
、
三
千
、
感
度
三

J
 レシ
バ
ー
を
付
け
て
い
た
鯨
井
水

兵
長
が
伝
声
管
で
叫
ん
だ
。
 ブ
ラ
ウ
ソ
管
の
反
響
波
が
高
低
に
動
く
、
室

内
に
緊
張
が
み
な
ぎ
る
、
勿
論
艦
内
の
探
信
機
室
か
ら
は
何
も
見
え
な
い

が
、
艦
橋
か
ら
周
囲
を
見
て
も
、
そ
の
方
向
に
船
も
障
害
物
も
な
い
。
 

「
よ
し
っ
、
捕
促
探
知
」
艦
橋
か
ら
伝
声
管
で
見
張
員
の
伝
言
が
聞
え

る
。
 

「
戦
闘
爆
雷
戦
用
意
」
艦
長
の
命
令
が
聞
え
る
。
 

「
右
、
三
〇
度
、
二
千
、
感
度
四
」
次
第
に
目
標
に
近
づ
き
、
感
度
は
 

1
u
同
く
な
る
。
 

僚
船
の
仇
打
ち
で
あ
る
。
艦
は
全
速
力
で
目
標
め
が
け
て
直
進
し
た
。
 
 

兵
器
の
優
速
を
利
用
し
最
近
で
は
極
め
て
大
胆
に
な
り
、
船
団
の
真
下
に
 

潜
り
、
護
衛
艦
の
水
中
聴
音
機
や
水
中
探
信
機
の
死
角
内
に
入
り
、
 一
挙
 

に
左
右
の
船
を
ね
ら
い
撃
ち
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

と
、
こ
の
と
き
望
棲
の
見
張
員
が
大
声
で
叫
ん
だ
。
 

「
右
、
三
〇
度
、
雷
跡
、
向
っ
て
き
ま
ー
す
」
 

水
面
す
れ
す
れ
に
さ
ざ
波
を
立
て
、
二
本
の
魚
雷
が
海
防
艦
「
福
江
」
 

め
が
け
て
突
っ
走
っ
て
く
る
。
 

「
面
舵
、
い
っ
ぱ
ー
い
、
急
げ

ー
」
艦
長
の
す
る
ど
い
声
、
 

操
舵
員
が
す
ば
や
く
転
舵
す
る
。
 

「
面
舵
、
い
っ
ぱ
ー
い
」
 

五
秒
、
十
秒
、
艦
は
右
に
反
転
し
、
艦
首
は
魚
雷
に
向
く
。
 

シ
ュ
ン
シ
ュ
ン
と
す
る
ど
い
金
属
性
の
音
を
発
し
な
が
ら
、
魚
雷
は
艦
の
 

左
舷
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
通
過
し
た
。
 回
避
し
た
の
だ
、
命
中
す
れ
ば

一
発
 

で
轟
沈
だ
っ
た
。
 

「助
か
っ
た
ア
」
乗
組
員
の
緊
張
が
よ
う
や
く
ほ
ぐ
れ
た
。
 

輸
送
船
は
、
す
ば
や
く
退
避
、
護
衛
艦
二
隻
が
後
を
追
う
。
 

「爆
雷
戦
用
意
」
 

海
防
艦
「
福
江
」
に
対
潜
掃
蕩
が
命
じ
ら
れ
た
の
だ
。
 

こ
れ
か
ら
が
、
水
測
員
の
正
念
場
だ
。
敵
潜
を
発
見
す
る
か
ど
う
か
は
、
 

次
の
船
に
重
大
な
損
傷
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
る
。
水
中
に
潜
む
敵
潜
を
 

探
知
す
る
水
測
兵
器
に
は
、
水
中
聴
音
機
九
三
式
二
型
と
水
中
探
信
機
三
 

式
二
型
が
装
備
さ
れ
て
い
た
。
 

水
中
聴
音
機
は
、
艦
内
の
音
を
止
め
使
用
し
な
い
と
効
果
が
な
く
、
船
 

艦
内
の
空
気
は
ピ
ー
ン
と
張
り
つ
め
て
い
る
。
 

「
一番
投
射
機
、
第

一
投
射
法
、
深
度
七
〇
、
発
射
用
意
」
 

「右
、
三
〇
度
 
千
五
百
 
感
度
五
」
続
々
と
報
告
が
飛
ぷ
。
 

千
、
八
百
、
 七
百
 

「
用
意
よ
し
ー
」
 

「探
信
機
あ
げ
イ
ー
」
 
「よ
ー
い
、
テ
ッ
」
 

矢
つ
ぎ
ば
や
に
号
令
が
飛
ぷ
。
爆
雷
は
軽
快
な
投
射
機
音
に
投
射
機
も

ろ
と
も
空
中
高
く
投
射
さ
れ
た
。
 み
ん
な
固
睡
を
の
ん
で
見
守
っ
て
い
る
。
 

五
秒
、
六
秒
、
遠
雷
の
よ
う
な
爆
発
音
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
爆
発
の
た

び
に
稲
妻
が
光
り
、
水
柱
が
上
っ
た
。
 

護
衛
艦
は
反
覆
攻
撃
す
る
い
と
ま
も
な
く
船
団
を
追
い
か
け
る
の
が
通

常
で
あ
っ
た
。
敵
中
を
突
破
す
る
強
行
輸
送
作
戦
の
場
合
、
敵
潜
水
艦
に

対
す
る
徹
底
し
た
攻
撃
よ
り
も
、

一
隻
で
も
多
く
、

一
時
間
で
も
早
く
目

的
地
に
送
り
届
け
る
の
が
、
海
防
艦
の
第

一
任
務
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
 

充
分
な
制
圧
、
掃
蕩
が
で
き
な
い
ま
ま
船
団
を
追
う
の
が
心
残
り
で
あ
っ

た
。
海
に
投
げ
出
さ
れ
た
乗
組
員
が
漂
流
し
て
い
る
や
も
知
れ
ぬ
の
に

・・
・
 

。
 

船
団
と
合
同
し
た
の
は
タ
方
近
く
に
な
っ
て
い
た
。
 

そ
し
て
そ
の
深
夜
、
二
十
四
日
午
前
一
時
三
〇
分
、
今
度
は

「番
洋
丸
」
 

が
敵
潜
の
雷
撃
を
受
け
沈
没
し
た
。
 

敵
潜
は
海
防
艦
が
投
下
し
た
爆
雷
の
間
隙
を
縫
っ
て
日
本
船
団
の
底
に

潜
り
、
同
航
し
な
が
ら
退
避
し
て
い
た
の
だ
。
何
と
大
胆
不
敵
な
敵
潜
で

あ
る
。
 

-45一 	 -44- 

団
の
強
行
輸
送
の
護
衛
時
に
は
殆
ど
使
わ
れ
な
い
。
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る

と
、
護
衛
艦
が
先
に
敵
潜
の
餌
食
に
さ
れ
る
か
ら
だ
。
こ
れ
に
対
し
水
中

探
信
機
は
海
防
艦
の
生
命
と
も
云
わ
れ
、
と
く
に
三
式
探
信
機
を
装
備
し

て
か
ら
は
、
こ
れ
を
い
か
に
使
い
こ
な
す
か
に
よ
り
対
潜
攻
撃
の
効
果
が

決
ま
り
、
艦
及
び
船
団
の
運
命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
大
で
あ
っ
た
。

今
、
探
信
機
室
は
、
異
状
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

艦
底
の
水
中
探
信
機
か
ら
右
方
向
に
超
音
波
を
発
信
し
て
い
る
。
毎
秒

一
、
五
○
○
米
の
速
さ
で
水
中
を
伝
わ
り
、
物
体
に
当
っ
て
反
響
波
が
返
っ

て
く
る
。
そ
こ
で
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
オ
シ
ロ
グ
ラ
フ
を
見
て
返
っ
て
く
る
時

間
の
姥
が
巨
離
で
あ
り
、
プ
レ
る
角
度
が
方
向
で
あ
る
。
又
、
反
響
波
の

鋭
さ
に
よ
り
、
岩
石
や
鉄
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
更
に
レ
シ
バ
ー

を
か
ぶ
り
反
響
音
に
よ
り
水
上
艦
艇
か
識
別
す
る
の
で
あ
る
。
捕
促
は
三

千
米
か
ら
五
千
米
が
限
度
で
あ
る
が
、
水
測
員
の
錬
度
の
高
さ
に
よ
る
、

「
右
、
一
○
度
、
三
千
、
感
度
三
」
レ
シ
バ
ー
を
付
け
て
い
た
鯨
井
水

兵
長
が
伝
声
管
で
叫
ん
だ
。
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
反
響
波
が
高
低
に
動
く
、
室

内
に
緊
張
が
み
な
ぎ
る
、
勿
論
艦
内
の
探
信
機
室
か
ら
は
何
も
見
え
な
い

が
、
艦
橋
か
ら
周
囲
を
見
て
も
、
そ
の
方
向
に
船
も
障
害
物
も
な
い
。

「
よ
し
っ
、
捕
促
探
知
」
艦
橋
か
ら
伝
声
管
で
見
張
員
の
伝
言
が
聞
え

ブ
（
智
○

「
戦
闘
爆
雷
戦
用
意
」
艦
長
の
命
令
が
聞
え
る
。

「
右
、
三
○
度
、
二
千
、
感
度
四
」
次
第
に
目
標
に
近
づ
き
、
感
度
は

高
く
な
る
。

僚
船
の
仇
打
ち
で
あ
る
。
艦
は
全
速
力
で
目
標
め
が
け
て
直
進
し
た
。

昭
和
十
九
年
二
月
二
十
一
日
、
輸
送
船
団
は
父
島
に
向
け
、
横
浜
を
出
に
左
右
の
船
を
ね
ら
い
撃
ち
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

港
し
た
。
と
、
こ
の
と
き
望
棲
の
見
張
員
が
大
声
で
叫
ん
だ
。

物
資
を
満
載
し
た
輸
送
船
団
は
六
隻
、
二
列
縦
隊
に
並
び
、
そ
の
周
囲
「
右
、
三
○
度
、
雷
跡
、
向
っ
て
き
ま
－
す
」

を
護
衛
艦
三
隻
で
守
り
な
が
ら
、
相
模
灘
を
出
た
。
太
平
洋
の
黒
潮
は
荒
水
面
す
れ
す
れ
に
さ
ざ
波
を
立
て
、
二
本
の
魚
雷
が
海
防
艦
「
福
江
」

く
、
寒
風
は
刃
物
の
よ
う
に
冷
た
く
膚
に
喰
い
込
ん
で
く
る
。
め
が
け
て
突
っ
走
っ
て
く
る
。

大
島
周
辺
は
、
敵
潜
が
網
の
目
を
め
ぐ
ら
し
、
日
本
船
団
を
じ
っ
と
待
「
面
舵
、
い
つ
ぱ
Ｉ
い
、
急
げ
－
」
艦
長
の
す
る
ど
い
声
、

ち
伏
せ
し
て
い
る
。
と
く
に
今
年
に
入
っ
て
数
を
増
し
、
三
隻
位
で
集
団
操
舵
員
が
す
ば
や
く
転
舵
す
る
。

を
組
み
襲
う
と
い
う
狼
群
作
戦
を
と
り
、
最
も
危
険
区
域
と
さ
れ
て
い
た
。
「
面
舵
、
い
つ
ぱ
－
い
」

制
海
権
は
完
全
に
敵
に
握
ら
れ
て
い
た
。
船
団
は
、
敵
潜
に
針
路
を
覚
五
秒
、
十
秒
、
艦
は
右
に
反
転
し
、
艦
首
は
魚
雷
に
向
く
。

ら
れ
ぬ
た
め
大
き
く
ジ
グ
ザ
グ
運
動
を
繰
返
し
、
南
進
し
た
。
シ
ュ
ン
シ
ュ
ン
と
す
る
ど
い
金
属
性
の
音
を
発
し
な
が
ら
、
魚
雷
は
艦
の

八
丈
島
、
青
ヶ
島
、
烏
島
な
ど
伊
豆
諸
島
の
近
辺
も
敵
潜
の
巣
屈
と
い
左
舷
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
通
過
し
た
。
回
避
し
た
の
だ
、
命
中
す
れ
ば
一
発

わ
れ
、
船
団
は
針
路
を
西
に
と
り
、
夜
間
は
島
か
ら
離
れ
、
昼
は
島
づ
た
で
轟
沈
だ
っ
た
。

い
に
南
進
し
て
い
く
。
や
が
て
小
笠
原
諸
島
に
近
づ
く
と
、
日
一
日
と
暖
「
助
か
っ
た
ァ
」
乗
組
員
の
緊
張
が
よ
う
や
く
ほ
ぐ
れ
た
。

か
さ
が
増
す
。
輸
送
船
は
、
す
ば
や
く
退
避
、
護
衛
艦
二
隻
が
後
を
追
う
。

二
十
三
日
、
夜
明
け
間
近
の
三
時
、
草
木
も
眠
る
と
き
で
あ
っ
た
。
漸
「
爆
雷
戦
用
意
」

や
く
小
笠
原
群
島
の
島
影
が
見
え
て
い
た
。
海
防
艦
「
福
江
」
に
対
潜
掃
蕩
が
命
じ
ら
れ
た
の
だ
。

「
突
然
」
静
か
な
暗
い
海
に
「
ご
お
’
ん
」
爆
発
音
が
起
り
、
火
柱
が
高
こ
れ
か
ら
が
、
水
測
員
の
正
念
場
だ
。
敵
潜
を
発
見
す
る
か
ど
う
か
は
、

く
上
り
瞬
時
に
輸
送
船
一
隻
が
波
間
に
沈
ん
だ
。
次
の
船
に
重
大
な
損
傷
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
る
。
水
中
に
潜
む
敵
潜
を

「
君
島
丸
」
で
あ
る
。
敵
潜
の
雷
撃
を
受
け
爆
発
炎
焼
沈
没
し
た
の
だ
。
探
知
す
る
水
測
兵
器
に
は
、
水
中
聴
音
機
九
三
式
二
型
と
水
中
探
信
機
三

敵
潜
の
攻
撃
は
、
日
没
か
ら
深
夜
、
そ
し
て
払
僥
に
か
け
隠
密
裡
に
水
式
二
型
が
装
備
さ
れ
て
い
た
。

上
航
走
し
、
攻
撃
の
上
は
速
か
に
潜
没
避
退
し
て
い
た
。
敵
は
水
中
測
的
水
中
聴
音
機
は
、
艦
内
の
音
を
止
め
使
用
し
な
い
と
効
果
が
な
く
、
船

輸
送
船
敵
潜
の
魚
雷
を
受
け
沈
没
す
る

兵
器
の
優
速
を
利
用
し
最
近
で
は
極
め
て
大
胆
に
な
り
、
船
団
の
真
下
に

潜
り
、
護
衛
艦
の
水
中
聴
音
機
や
水
中
探
信
機
の
死
角
内
に
入
り
、
一
挙

に
左
右
の
船
を
ね
ら
い
撃
ち
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

艦
内
の
空
気
は
ピ
ー
ソ
と
張
り
つ
め
て
い
る
。

「
一
番
投
射
機
、
第
一
投
射
法
、
深
度
七
○
、
発
射
用
意
」

「
右
、
三
○
度
千
五
百
感
度
五
」
続
々
と
報
告
が
飛
ぶ
。

千
、
八
百
、
七
百

「
用
意
よ
し
ｌ
」

「
探
信
機
あ
げ
イ
ー
」
「
よ
－
い
、
テ
ッ
」

矢
つ
ぎ
ば
や
に
号
令
が
飛
ぶ
。
爆
雷
は
軽
快
な
投
射
機
音
に
投
射
機
も

ろ
と
も
空
中
高
く
投
射
さ
れ
た
。
み
ん
な
固
睡
を
の
ん
で
見
守
っ
て
い
る
。

五
秒
、
六
秒
、
遠
雷
の
よ
う
な
爆
発
音
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
爆
発
の
た

び
に
稲
妻
が
光
り
、
水
柱
が
上
っ
た
。

護
衛
艦
は
反
覆
攻
撃
す
る
い
と
ま
も
な
く
船
団
を
追
い
か
け
る
の
が
通

常
で
あ
っ
た
。
敵
中
を
突
破
す
る
強
行
輸
送
作
戦
の
場
合
、
敵
潜
水
艦
に

対
す
る
徹
底
し
た
攻
撃
よ
り
も
、
一
隻
で
も
多
く
、
一
時
間
で
も
早
く
目

的
地
に
送
り
届
け
る
の
が
、
海
防
艦
の
第
一
任
務
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、

充
分
な
制
圧
、
掃
蕩
が
で
き
な
い
ま
ま
船
団
を
追
う
の
が
心
残
り
で
あ
っ

た
。
海
に
投
げ
出
さ
れ
た
乗
組
員
が
漂
流
し
て
い
る
や
も
知
れ
ぬ
の
に
…

Ｏ

船
団
と
合
同
し
た
の
は
夕
方
近
く
に
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
そ
の
深
夜
、
二
十
四
日
午
前
一
時
三
○
分
、
今
度
は
「
番
洋
丸
」

が
敵
潜
の
雷
撃
を
受
け
沈
没
し
た
。

敵
潜
は
海
防
艦
が
投
下
し
た
爆
雷
の
間
隙
を
縫
っ
て
日
本
船
団
の
底
に

潜
り
、
同
航
し
な
が
ら
退
避
し
て
い
た
の
だ
。
何
と
大
胆
不
敵
な
敵
潜
で

あ
る
。
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昭和 18 三（）月 

海防艦 li〔 
新遺艦 浦賀造船 

ト
ラ
ッ
ク
 

け
ト
ラ
ッ
ク
発
。
 

8
・
1
8
 横
須
賀
着
。
 

8
・
2
7
 三
八
二
七
甲
船
団
護
衛
、
 

に
向
け
横
須
賀
発
。
 

9
・
6
 
ト
ラ
ッ
ク
着
。
 

ト
ラ
ッ
ク
に
 

け
ト
ラ
ッ
ク
発
。
 

9
・
1
9
 横
須
賀
着
。
 

9
・
2
1
 三
九
二
一
船
団
護
衛
、
 

向
け
横
須
賀
発
。
 

1
0・
1
 
ト
ラ
ッ
ク
着
。
 ト

ラ
ッ
ク
発
。
 

・

3
 
宝
洋
丸
護
衛
、
 

ト
ー
フ
ック
に
 

行
な
う
。
効
果
不
明
。
 

1
1・
2
6
 横
須
賀
着
。
 

1
1・
2
8
 三
一
ニ
八
船
団
護
衛
、
 

向
け
横
須
賀
発
。
 

ト
ラ
ッ
ク
に
 

果
不
明
。
 

1
・
3
 
横
須
賀
着
。
 

1
・
7
 
三
一
〇
七
船
団
護
衛
、
 

8
・
6
 
護
衛
完
了
、
ト
ラ
ッ
ク
に
帰
投
。
 

8
・
1
0
 四
八
一
〇
船
団
護
衛
、
横
須
賀
に
向
 

9
・
8
 
四
九
〇
八
船
団
護
衛
、
横
須
賀
に
向
 

1
0・
4
 
護
衛
完
了
、
ト
ラ
ッ
ク
に
帰
投
。
 

1
0・
8
 
四
〇
〇
八
船
団
護
衛
、
横
須
賀
に
向
 

け
ト
ラ
ッ
ク
発
。
 

1
0・
1
9
 横
須
賀
着
。
 

1
0・
2
6
 三
一
二
六
船
団
護
衛
、
ト
ラ
ッ
ク
に
 

向
け
横
須
賀
発
。
 

1
1・
1
9
 鵜
戸
丸
、
北
江
丸
敵
潜
の
雷
撃
を
受

け
沈
没

（
概位
北
緯
二
二
度
二
八
分
、
東
経

一
四
七
度
二
二
分
）
。
直
ち
に
攻
撃
掃
蕩
を
 

1
1・
2
9
 八
丈
島
よ
り
三
〇
九
度
、
十
二
浬
付

近
に
お
い
て
、
乾
隆
丸
敵
潜
の
雷
撃
を
受
く
。
 

直
ち
に
攻
撃
掃
蕩
を
行
な
う
。
効
果
不
明
。
 

1
1・
3
0
 乾
隆
丸
炎
焼
、
沈
没
。
敵
潜
掃
蕩
を

打
切
り
父
島
に
向
う
。
 

1
2・
2
 
父
島
寄
港
。
 

1
2・
3
 
船
団
を
護
衛
、
ト
ラ
ッ
ク
に
向
け
父

島
発
。
 ト

ラ
ッ
ク
着
。
 

四
二
二
二
船
団
護
衛
、
横
須
賀
に
向
 

け
ト
ラ
ッ
ク
発
。
 

昭
和
1
9・
1
・
2
 
名
古
屋
丸
敵
潜
の
雷
撃
を
 

受
け
沈
没
。
付
近
探
信
掃
蕩
を
行
な
う
。
効
 

10 

12 12 

22 12 

ト
ラ
ッ
ク
着
。
 

四
一
一
四
船
団
護
衛
、
横
須
賀
に
向
 

け
ト
ラ
ッ
ク
発
。
 

「
福
江
」
 
は現
場
に
急
行
し
探
信
掃
蕩
を
再
び
行
な
っ
た
が
、
発
見
で

き
な
か
っ
た
。
父
島
寄
港
の
た
め
現
場
を
離
脱
、
船
団
の
後
を
追
い
父
島

に
向
っ
た
。
 

海
防
艦
「
福
江
」
は
ど
の
よ
う
に
活
動
し
た
か
（戦
記
）
 

海
防
艦
「
福
江
」
乗
組
か
ら
退
艦
ま
で
二
年
六
ケ
月
、
船
団
護
衛
の
任

務
遂
行
に
日
夜
東
葬
西
走
し
た
。
毎
日
が
生
か
死
か
を
か
け
た
戦
い
の
連

続
で
あ
っ
た
。
 

こ
れ
ら
海
上
輪
送
戦
に
と
も
な
う
損
害
は
、
想
像
に
絶
す
る
莫
大
な
も

の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
 

輸
送
船
に
は
、
兵
員
、
民
間
人
、
軍
需
物
資
、
油
そ
の
他
一
般
物
資
が
積

ま
れ
、
船
員
も
乗
っ
て
い
た
。
戦
死
、
死
亡
さ
れ
た
船
員
は
六
万
余
人
、
 

海
防
艦
だ
け
で
も
一
万
余
人
が
戦
死
し
て
い
る
。
従
っ
て
輸
送
船
で
の
戦

死
、
死
亡
者
は
五
〇
万
人
を
越
え
る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。
戦
死
さ
れ
た

多
く
の
戦
友
に
心
か
ら
合
掌
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。
 

海
防
艦
「
福
江
」
戦
記
 

昭
和
1
8・
6
・
2
8
 浦賀
船
準
に
お
い
て
竣
工
・

横
須
賀
防
備
隊
に
編
入
・
以
後
直
接
護
衛
部

隊
と
し
て
任
務
に
就
く
。
 

7
・
9
 
船
団
護
衛
、
神
戸
に
向
け
横
須
賀
発
。
 

7
・
1
0
 神
子
元
島
灯
台
二
七
〇
度
、
十
二
浬
 

付
近
に
お
い
て
敵
潜
水
艦
を
発
見
、
爆
雷
攻
 

撃
を
行
な
う
。
効
果
不
明
。
 

7
・
1
1
 神
戸
着
。
 

7
・
1
5
 第
四
艦
隊
第
二
海
上
護
衛
隊
に
編
入
。
 

船
団
護
衛
、
横
須
賀
に
向
け
神
戸
発
。
 

7
・
1
7
 横
須
賀
着
。
 

7
・
2
4
 三
七
二
四
甲
船
団
護
衛
、
ト
ラ
ッ
ク
 

に
向
け
横
須
賀
発
。
 

7
・
2
5
 最
上
川
丸
敵
潜
望
鏡
発
見
、
直
ち
に
 

爆
雷
攻
撃
を
行
な
う
。
効
果
不
明
。
 

7
・
3
1
 最
上
川
丸
敵
潜
の
雷
撃
を
受
け
、
沈
 

没
、
直
ち
に
攻
撃
掃
蕩
を
行
な
う
。
 

8
・
1
 
西
江
丸
敵
潜
の
雷
撃
を
受
け
大
破
。
 

直
ち
に
攻
撃
掃
蕩
を
行
な
う
。
 

8
・
2
 
ト
ラ
ッ
ク
着
。
 

8
・
4
 
船
団
護
衛
、
 ト
ラ
ッ
ク
発
。
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海
防
艦
「
福
江
」
戦
記

昭
和
咽
・
６
．
詔
浦
賀
船
準
に
お
い
て
竣
工
・

横
須
賀
防
備
隊
に
編
入
・
以
後
直
接
護
衛
部

隊
と
し
て
任
務
に
就
く
。

７
．
９
船
団
護
衛
、
神
戸
に
向
け
横
須
賀
発
。

７
．
ｍ
神
子
元
島
灯
台
二
七
○
度
、
十
二
浬

付
近
に
お
い
て
敵
潜
水
艦
を
発
見
、
爆
雷
攻

撃
を
行
な
う
。
効
果
不
明
。

７
．
，
神
戸
着
。

７
．
過
第
四
艦
隊
第
二
海
上
護
衛
隊
に
編
入
。

船
団
護
衛
、
横
須
賀
に
向
け
神
戸
発
。

７
．
Ⅳ
横
須
賀
着
。

７
．
型
三
七
二
四
甲
船
団
護
衛
、
ト
ラ
ッ
ク

に
向
け
横
須
賀
発
。

７
．
弱
最
上
川
丸
敵
潜
望
鏡
発
見
、
直
ち
に

爆
雷
攻
撃
を
行
な
う
。
効
果
不
明
。

７
・
訓
最
上
川
丸
敵
潜
の
雷
撃
を
受
け
、
沈

没
、
直
ち
に
攻
撃
掃
蕩
を
行
な
う
。

８
．
１
西
江
丸
敵
潜
の
雷
撃
を
受
け
大
破
。

直
ち
に
攻
撃
掃
蕩
を
行
な
う
。

８
．
２
ト
ラ
ッ
ク
着
。

８
．
４
船
団
護
衛
、
ト
ラ
ッ
ク
発
。

海
防
艦
「
福
江
」
乗
組
か
ら
退
艦
ま
で
二
年
六
ヶ
月
、
船
団
護
衛
の
任

務
遂
行
に
日
夜
東
葬
西
走
し
た
。
毎
日
が
生
か
死
か
を
か
け
た
戦
い
の
連

続
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
海
上
輸
送
戦
に
と
も
な
う
損
害
は
、
想
像
に
絶
す
る
莫
大
な
も

の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

輸
送
船
に
は
、
兵
員
、
民
間
人
、
軍
需
物
資
、
油
そ
の
他
一
般
物
資
が
積

ま
れ
、
船
員
も
乗
っ
て
い
た
。
戦
死
、
死
亡
さ
れ
た
船
員
は
六
万
余
人
、

海
防
艦
だ
け
で
も
一
万
余
人
が
戦
死
し
て
い
る
。
従
っ
て
輸
送
船
で
の
戦

死
、
死
亡
者
は
五
○
万
人
を
越
え
る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。
戦
死
さ
れ
た

多
く
の
戦
友
に
心
か
ら
合
掌
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。

「
福
江
」
は
現
場
に
急
行
し
探
信
掃
蕩
を
再
び
行
な
っ
た
が
、
発
見
で

き
な
か
っ
た
。
父
島
寄
港
の
た
め
現
場
を
離
脱
、
船
団
の
後
を
追
い
父
島

に
向
っ
た
。

海
防
艦
「
福
江
」
は
ど
の
よ
う
に
活
動
し
た
か
（
戦
記
）

８
．
６
護
衛
完
了
、
ト
ラ
ッ
ク
に
帰
投
。

８
．
ｍ
四
八
一
○
船
団
護
衛
、
横
須
賀
に
向

け
ト
ラ
ッ
ク
発
。

８
・
肥
横
須
賀
着
。

８
．
”
三
八
二
七
甲
船
団
護
衛
、
ト
ラ
ッ
ク

に
向
け
横
須
賀
発
。

９
．
６
ト
ラ
ッ
ク
着
。

９
．
８
四
九
○
八
船
団
護
衛
、
横
須
賀
に
向

け
ト
ラ
ッ
ク
発
。

９
．
四
横
須
賀
着
。

９
．
幻
三
九
二
一
船
団
護
衛
、
ト
ラ
ッ
ク
に

向
け
横
須
賀
発
。

加
・
１
ト
ラ
ッ
ク
着
。

、
皿
・
３
宝
洋
丸
護
衛
、
ト
ラ
ッ
ク
発
。

⑩
・
４
護
衛
完
了
、
ト
ラ
ッ
ク
に
帰
投
。

皿
・
８
四
○
○
八
船
団
護
衛
、
横
須
賀
に
向

け
ト
ラ
ッ
ク
発
。

皿
・
廻
横
須
賀
着
。

ｍ
・
妬
三
一
二
六
船
団
護
衛
、
ト
ラ
ッ
ク
に

向
け
横
須
賀
発
。

ｎ
．
９
ト
ラ
ッ
ク
着
。

ｎ
．
皿
四
二
四
船
団
護
衛
、
横
須
賀
に
向

け
ト
ラ
ッ
ク
発
。

●

オ

ｎ
．
四
鵜
戸
丸
、
北
江
丸
敵
潜
の
雷
撃
を
受

け
沈
没
（
概
位
北
緯
二
二
度
二
八
分
、
東
経

一
四
七
度
二
二
分
）
。
直
ち
に
攻
撃
掃
蕩
を

行
な
う
。
効
果
不
明
。

ｕ
・
妬
横
須
賀
着
。

皿
・
詔
三
一
二
八
船
団
護
衛
、
ト
ラ
ッ
ク
に

向
け
横
須
賀
発
。

ｎ
．
羽
八
丈
島
よ
り
三
○
九
度
、
十
二
浬
付

近
に
お
い
て
、
乾
隆
丸
敵
潜
の
雷
撃
を
受
く
。

直
ち
に
攻
撃
掃
蕩
を
行
な
う
。
効
果
不
明
。

皿
・
鋤
乾
隆
丸
炎
僥
、
沈
没
。
敵
潜
掃
蕩
を

打
切
り
父
島
に
向
う
。

吃
・
２
父
島
寄
港
。

哩
・
３
船
団
を
護
衛
、
ト
ラ
ッ
ク
に
向
け
父

島
発
。

翅
・
吃
ト
ラ
ッ
ク
着
。

皿
・
躯
四
二
二
二
船
団
護
衛
、
横
須
賀
に
向

け
ト
ラ
ッ
ク
発
。

昭
和
四
・
１
．
２
名
古
屋
丸
敵
潜
の
雷
撃
を

受
け
沈
没
。
付
近
探
信
掃
蕩
を
行
な
う
。
効

果
不
明
。

１
．
３
横
須
賀
着
。

１
．
７
三
一
○
七
船
団
護
衛
、
ト
ラ
ッ
ク
に

ｑ

、
、
Ｊ
ぐ
Ｑ
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大
泊
発
。
、
・
４
片
岡
湾
着
。
ヲ
四
○
四
船
団
護
衛
、

８
．
ｍ
キ
ラ
○
○
三
船
団
護
衛
、
オ
ハ
に
向
稚
内
に
向
け
片
岡
湾
発
。

け
稚
内
発
。
皿
・
９
稚
内
着
。

８
．
通
敷
香
寄
港
。
皿
・
吃
小
樽
に
回
航
の
た
め
稚
内
発
。

８
．
通
船
団
を
護
衛
し
、
稚
内
に
向
け
敷
香
ｍ
・
過
小
樽
着
。

発
。
ｍ
・
皿
キ
四
○
三
船
団
護
衛
、
片
岡
湾
に
向

８
・
躯
稚
内
着
。
け
小
樽
発
。

８
・
お
大
泊
に
回
航
の
た
め
稚
内
発
。
ｍ
・
咽
片
岡
湾
着
。

８
．
瓠
稚
内
に
回
航
の
た
め
大
泊
発
。
稚
内
皿
・
羽
ヲ
三
○
三
船
団
護
衛
、
小
樽
に
向
け

着
。
小
樽
に
回
航
の
た
め
稚
内
発
。
片
岡
湾
発
。

９
．
１
小
樽
着
。
大
湊
に
回
航
の
た
め
小
樽
ｍ
・
鋤
小
樽
着
。

発
。
皿
・
叩
キ
五
○
二
船
団
護
衛
、
片
岡
湾
に
向

９
．
２
大
湊
着
。
け
小
樽
発
。

９
．
８
小
樽
に
回
航
の
た
め
大
湊
発
。
皿
・
釦
片
岡
湾
着
。

９
．
９
小
樽
着
。
稚
内
回
航
の
た
め
小
樽
発
。
皿
・
羽
オ
九
○
四
船
団
護
衛
、
小
樽
に
向
け

９
．
ｍ
稚
内
着
。
片
岡
湾
発
。

９
．
咽
波
風
護
衛
、
小
樽
に
向
け
稚
内
発
。
吃
・
５
小
樽
着
。

９
．
週
小
樽
着
。
吃
・
６
大
湊
に
回
航
の
た
め
小
樽
発
。

９
．
四
キ
八
○
三
船
団
護
衛
、
稚
内
に
向
け
哩
・
７
大
湊
着
。

小
樽
発
。
（
こ
の
間
不
詳
）

９
・
妬
稚
内
着
。
昭
和
別
・
１
Ｉ
２
佐
世
保
に
回
航
の
た
め
大

９
．
”
キ
四
○
五
船
団
護
衛
、
占
守
島
片
岡
湊
発
、
佐
世
保
に
向
か
う
。
震
洋
艇
搭
載
船

湾
に
向
け
稚
内
発
。
団
を
護
衛
し
、
石
垣
に
向
け
佐
世
保
発
。
那

向
け
横
須
賀
発
。

１
．
ｍ
父
島
に
寄
港
。

１
．
皿
船
団
を
護
衛
、
ト
ラ
ッ
ク
に
向
け
父

島
発
。

１
・
空
ト
ラ
ッ
ク
着
。

１
・
”
四
一
二
七
船
団
を
護
衛
、
サ
イ
。
ハ
ン

に
向
け
ト
ラ
ッ
ク
発
。

２
．
３
サ
イ
パ
ソ
着
。

２
．
５
ア
ト
ラ
ン
テ
ッ
ク
丸
護
衛
、
横
須
賀

に
向
け
サ
イ
パ
ン
発
。

２
．
週
横
須
賀
着
。

２
．
幻
船
団
護
衛
、
父
島
に
向
け
横
浜
発
。

２
．
羽
君
島
丸
敵
潜
の
雷
撃
を
受
け
爆
発
炎

僥
。
直
ち
に
攻
撃
掃
蕩
を
行
な
う
。
君
島
丸

沈
没
。
掃
蕩
を
打
切
り
船
団
に
合
同
。

２
．
型
香
洋
丸
敵
潜
の
雷
撃
を
受
け
沈
没
。

現
場
に
急
行
し
、
探
信
掃
蕩
を
行
な
う
も
発

見
で
き
ず
。
父
島
寄
港
の
た
め
現
場
離
脱
。

父
島
着
。

２
．
”
三
二
二
一
船
団
護
衛
、
サ
イ
パ
ン
に

向
け
父
島
発
。

３
．
３
サ
イ
パ
ソ
着
。

３
．
４
東
山
丸
船
団
護
衛
、
サ
イ
。
ハ
ン
発
。

３
．
５
護
衛
完
了
、
サ
イ
パ
ン
に
帰
投
。

３
．
６
水
偵
救
難
の
た
め
サ
イ
パ
ン
発
。

３
．
７
サ
イ
パ
ン
に
帰
投
。

３
．
９
四
三
○
九
船
団
護
衛
、
横
須
賀
に
向

け
サ
イ
パ
ン
発
。

３
．
Ⅳ
横
須
賀
着
。

３
．
銅
敵
潜
掃
蕩
の
た
め
横
須
賀
発
。

３
．
あ
横
須
賀
に
帰
投
。

４
．
１
東
松
四
号
船
団
護
衛
、
パ
ラ
オ
に
向

け
横
須
賀
発
。

４
．
４
敵
潜
掃
蕩
、
爆
雷
戦
。
敵
潜
水
艦
撃

沈
概
ね
確
実
。

４
．
週
。
ハ
ラ
オ
着
。

４
．
四
第
一
海
上
護
衛
隊
に
編
入
、
東
松
四

キ
ー
ル
ソ

号
船
団
護
衛
、
基
隆
に
向
け
パ
ラ
オ
発
。

４
・
記
基
隆
着
。

５
．
２
タ
モ
一
八
船
団
護
衛
、
佐
世
保
に
向

け
基
隆
発
。

５
．
８
佐
世
保
着
。

５
．
昭
門
司
に
回
航
の
た
め
佐
世
保
発
。

５
．
四
門
司
着
。

５
・
加
テ
○
七
船
団
及
び
モ
タ
ニ
○
船
団
護

衛
、
門
司
発
。

覇
に
寄
港
。

２
．
詔
船
団
を
護
衛
し
石
垣
に
向
け
那
覇
発
。

３
．
１
石
垣
着
。
石
垣
泊
地
に
停
泊
中
、
敵

機
動
部
隊
艦
載
機
の
攻
撃
を
受
け
、
応
戦
対

空
戦
斗
。
Ｆ
６
Ｆ
三
機
撃
墜
。
戦
斗
中
右
舷

に
爆
撃
を
受
け
中
破
。
戦
死
者
二
十
三
名
、

戦
傷
者
三
十
七
名
を
生
ず
。
僚
艦
…
敷
設
艇

怒
和
島
、
十
五
号
駆
潜
艇
北
方
に
避
退
、

船
団
を
護
衛
し
つ
つ
、
佐
世
保
に
向
か
う
。

３
．
４
佐
世
保
に
帰
投
。

４
．
２
大
湊
に
回
航
の
た
め
佐
世
保
発
。

４
．
５
大
湊
着
。
蛆

４
．
ｍ
一
○
四
戦
隊
（
海
防
艦
福
江
、
國
後
、
’

八
丈
、
笠
戸
、
占
守
、
澤
捉
）
に
編
入
さ
れ
、

以
後
津
軽
、
宗
谷
海
峡
方
面
の
防
備
及
び
船

舶
の
護
衛
に
当
る
。

４
．
週
函
館
に
回
航
の
た
め
大
湊
発
。

４
．
皿
函
館
着
。
対
潜
掃
蕩
の
た
め
函
館
発
。

４
．
四
函
館
に
帰
投
。
大
湊
に
回
航
の
た
め

函
館
発
。

４
．
釦
大
湊
着
。

５
．
６
小
樽
に
回
航
の
た
め
大
湊
発
。
同
日

小
樽
着
。

５
．
妬
基
隆
着
。

６
．
１
テ
○
七
船
団
護
衛
、
マ
’
一
ラ
に
向
け

基
隆
発
。

６
．
６
マ
’
一
ラ
着
。

６
．
９
マ
ニ
○
七
、
マ
サ
○
六
船
団
護
衛
、

海
南
島
倫
林
に
向
け
マ
’
一
ラ
発
・

６
．
四
八
所
着
。

６
・
幻
江
田
島
丸
護
衛
、
三
亜
に
向
け
八
所

発
。

６
．
犯
三
亜
着
。

６
．
鯉
ユ
タ
○
七
船
団
護
衛
、
佐
世
保
に
向

け
三
亜
発
。

７
．
１
基
隆
に
寄
港
。

７
．
４
船
団
を
護
衛
し
、
佐
世
保
に
向
け
基

隆
発
。

７
．
９
佐
世
保
着
。
大
湊
警
備
府
海
上
護
衛

隊
に
編
入
さ
る
・

７
．
Ⅳ
大
湊
に
回
航
の
た
め
、
佐
世
保
発
。

７
．
四
大
湊
着
。

７
・
加
稚
内
回
航
の
た
め
、
大
湊
発
。

７
．
幻
稚
内
着
。

７
．
羽
大
泊
回
航
の
た
め
稚
内
発
。
大
泊
着
。

８
．
１
柏
栄
丸
救
難
の
た
め
、
稚
内
に
向
け

－48－
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二

一疹
 
単
装
 
三

二
五
が
三
連
装
 
五

二
五
が
 
単
装
 
四

三
六
コ
 

力
 
四
、
二
〇
〇
馬
力
（
「）
ー
）
水
測
兵
装
九

三
式
聴
音
機
 

力
 
一
九

・
七
ノ
ッ
ト
 

九
三
式
探
信
機
（整

誓
 

基
準
排
水
量
 

公
試
排
水
量
 

速 馬 最 水 

大 線 

力 力 巾 長 

八
七
〇
ア

一
〇
三
〇
ブ

七
六
・
二〇
H
 

九
二
〇

冒
 

爆 機機 備
雷 銃銃 砲 

今
暁
西
太
平
洋
に
お
い
イ
 

'
 
"
 
‘
 
、
 ‘
 
ト
‘
 
'
 r
'
 
'
 

‘
』
【‘
 

ー
 

大
本
管
陸
海
軍
部
よ
り
襲
表
 

【
大
本
管
陸
海
軍
部
襲
表
】
（

P

一
一
一月
八
し
午
前
六
時
）
帝園
陸
海
軍
は

今
八
日
未
明
西
太
平
洋
に
お
い
て
米
英
軍
と
戦
闘
状
態
に
入
れ
り
 

（提供】朝日新聞） 

八
幡

さ
 

―三畑ー＋月三年五廿”， 

図 
劃 ,

 

引
 外 

町 ， 事 ． 人’柳~ 

吐本京電父，i日明 ●．行 ● 三ノゴ1軸●~ 

日八月二十年六十和昭 

5 5 5 5
・
7
 
船
団
護
衛
の
た
め
片
岡
湾
に
向
け
小
樽
発
。
 

・
1
4
 片
岡
湾
着
。
 

・

1
9
 船
団
護
衛
の
た
め
小
樽
に
向
け
片
岡
湾
発
。
 

・

2
5
 小樽
着
。
 

（
この
間
不
詳
）
 

8
・
1
5
 大
湊
に
て
終
戦
。
 

1
0・
5
 
除
籍
。
 

1
0・
1
2ー
2
1・
1
2・
1
6
 特別
輸
送
艦
と
な
り
、
パ
ラ
オ
、
ガ
ム
、
 

 
ト
ラ
ッ
 

ク
、
テ
ニ
ア
ン
、
 沖
縄
、
基
隆
、
徳
ノ
島
、
上
海
、
花
蓮
港
、
サ
イ
ゴ
 

ン
、
バ
ン
コ
ッ
ク
、
コ
ロ
島
方
面
よ
り
の
復
員
輸
送
に
従
事
。
 

昭
和
2
2・
7
・
1
6
 賠
償
艦
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
於
て
、
英
国
に
 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
敗
戦
の
日
ま
で
我
が
部
隊
は
本
土
決
戦
の

大
号
令
の
も
と
に
厚
木
飛
行
場
防
備
の
任
務
に
当
っ
て
い
ま
し
た
。
日
増

に
回
数
の
多
く
な
る
敵
戦
闘
機
の
来
襲
を
さ
け
な
が
ら
陣
地
構
築
あ
り
機

関
砲
、
観
測
の
訓
練
に
と
暇
あ
り
ま
せ
ん
。
農
作
物
の
収
穫
が
済
む
と
陣

地
周
囲
の
田
圃
に
水
を
入
れ
田
圃
は
敵
戦
車
の
通
れ
ぬ
よ
う
に
し
て
、
我

が
陣
地
に
引
き
寄
て
攻
撃
す
る
作
戦
だ
と
ゆ
う
「
古
兵
の
話
ょ
り
」
 

八
月
三
十
日
、
米
軍
の
連
合
指
令
長
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
師
、
厚
木
飛

行
場
に
来
降
さ
れ
る
。
数
日
後
、
我
が
部
隊
解
散
す
る
。
二
等
兵
の
私
は

背
嚢
に
毛
布
三
枚
、
軍
服
一
着
を
入
れ
て
背
負
い
日
用
品
を
詰
め
込
ん
だ

雑
嚢
を
肩
に
掛
け
上
野
駅
よ
り
夜
行
列
車
に
の
り
、
ふ
る
里
に
帰
り
ま
し

た
。
 

敗
戦
の
シ
ョ
ッ
ク
に
仕
事
が
手
に
つ
か
な
い
日
が
続
く
。
 あ
る
日
夜
に

時
期
外
れ
の
盆
踊
り
の
歌
が
聞
え
て
く
る
。
歌
に
誘
わ
れ
て
前
町
の
踊
り

場
に
行
く
と
踊
り
は
ま
さ
に
た
け
な
わ
で
あ
り
、私
も
踊
り
の
輪
に
加
わ
っ

た
が
気
が
晴
れ
な
い
。
暫
く
し
て
家
に
帰
っ
た
が
眠
れ
そ
う
に
な
く
月
夜

の
散
歩
と
思
っ
て
白
ズ
ボ
ン
、
白
肌
着
に
下
駄
履
き
、
手
に
木
刀
を
提
げ

て
八
幡
さ
ま
の
前
に
立
つ
と
境
内
は
暗
く
、
朱
色
の
一
番
鳥
居
に
月
が
映

え
、
周
囲
は
静
で
あ
る
。
 

引
渡
さ
れ
る
。
 

海
防
艦
「
福
江
」
の
あ
ら
ま
し
 

山
 

中
 

長
「
一郎
 

参
道
の
舗
装
を
進
む
と
カ
ラ
カ
ラ
と
下
駄
の
音
が
響
き
、
最
奥
の
鳥
居

ま
で
行
く
と
、
右
手
の
闇
に
白
い
物
が
微
か
に
動
き
だ
す
。
怖
い
も
の
知

ら
ず
の
若
者
時
代
で
あ
る
、
木
刀
を
持
ち
変
え
近
く
に
迫
る
と
又
、
動
き

だ
し
た
。
 

木
刀
を
構
え
る
と
又
、
動
く
、
よ
く
よ
く
視
る
と
白
い
服
装
の
女
と
男

が
寄
り
添
っ
て
少
し
高
い
所
に
腰
を
掛
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

男
は
黒
っ
ぽ
い
上
着
の
た
め
か
見
え
な
か
っ
た
。
男
女
と
判
明
す
、
速

刻
に
引
返
え
し
た
。
 そ
の
時
う
し
ろ
よ
り
、
会
話
が
聞
こ
え
て
く
る
。
 

女
ー
あ
の
人
は
誰
れ
ー
。
 

男
ー
サ
ー
誰
れ
だ
ろ
う
な
ー
。
 

と
一
言
。
境
内
の
中
央
だ
け
は
、
月
明
り
が
差
し
込
ん
で
ポ
ツ
ン
と
明

る
い
。
拝
殿
の
階
段
を
登
り
手
を
合
せ
た
が
お
祈
り
の
言
葉
は
浮
ば
な
い
。
 

階
段
を
降
り
て
二
振
り
三
振
り
木
刀
を
素
振
り
し
て
境
内
を
去
り
八
幡
宮

橋
に
来
る
と
、
あ
の
二
人
は
何
に
を
お
祈
り
し
た
の
か
と
、
八
幡
さ
ま
の

森
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
月
は
一
面
に
森
を
照
し
て
い
る
。
当
時
小
田
川
 

ぜ
 
り
 

上
流
に
ダ
ム
は
な
く
、
普
段
は
水
量
も
適
度
に
流
れ
川
底
は
砂
利
が
至
る
 

所
に
敷
き
詰
っ
て
水
が
浄
化
さ
れ
澄
み
き
っ
て
あ
っ
た
。
 

神
へ
の
信
仰
深
い
人
は
橋
の
下
の
水
で
身
体
を
浄
め
八
幡
さ
ま
に
願
を
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昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
敗
戦
の
日
ま
で
我
が
部
隊
は
本
土
決
戦
の

大
号
令
の
も
と
に
厚
木
飛
行
場
防
備
の
任
務
に
当
っ
て
い
ま
し
た
。
日
増

に
回
数
の
多
く
な
る
敵
戦
闘
機
の
来
襲
を
さ
け
な
が
ら
陣
地
構
築
あ
り
機

関
砲
、
観
測
の
訓
練
に
と
暇
あ
り
ま
せ
ん
。
農
作
物
の
収
碓
が
済
む
と
陣

地
周
囲
の
田
圃
に
水
を
入
れ
田
圃
は
敵
戦
車
の
通
れ
ぬ
よ
う
に
し
て
、
我

が
陣
地
に
引
き
寄
て
攻
撃
す
る
作
戦
だ
と
ゆ
う
「
古
兵
の
話
よ
り
」

八
月
三
十
日
、
米
軍
の
連
合
指
令
長
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
師
、
厚
木
飛

行
場
に
来
降
さ
れ
る
。
数
日
後
、
我
が
部
隊
解
散
す
る
。
二
等
兵
の
私
は

背
嚢
に
毛
布
三
枚
、
軍
服
一
着
を
入
れ
て
背
負
い
日
用
品
を
詰
め
込
ん
だ

雑
嚢
を
肩
に
掛
け
上
野
駅
よ
り
夜
行
列
車
に
の
り
、
ふ
る
里
に
帰
り
ま
し

た
。
敗
戦
の
シ
ョ
ッ
ク
に
仕
事
が
手
に
つ
か
な
い
日
が
続
く
。
あ
る
日
夜
に

時
期
外
れ
の
盆
踊
り
の
歌
が
聞
え
て
く
る
。
歌
に
誘
わ
れ
て
前
町
の
踊
り

場
に
行
く
と
踊
り
は
ま
さ
に
た
け
な
わ
で
あ
り
、
私
も
踊
り
の
輪
に
加
わ
っ

た
が
気
が
晴
れ
な
い
。
暫
く
し
て
家
に
帰
っ
た
が
眠
れ
そ
う
に
な
く
月
夜

の
散
歩
と
思
っ
て
白
ズ
ボ
ソ
、
白
肌
着
に
下
駄
履
き
、
手
に
木
刀
を
提
げ

て
八
幡
さ
ま
の
前
に
立
つ
と
境
内
は
暗
く
、
朱
色
の
一
番
鳥
居
に
月
が
映

え
、
周
囲
は
静
で
あ
る
。

５
．
四
船
団
護
衛
の
た
め
小
樽
に
向
け
片
岡
湾
発
。

５
・
お
小
樽
着
。

（
こ
の
間
不
詳
）

８
．
過
大
湊
に
て
終
戦
。

、
・
５
除
籍
。

ｍ
・
咽
ｌ
幻
・
皿
・
略
特
別
輸
送
艦
と
な
り
、
。
ハ
ラ
オ
、
ガ
ム
、

ク
、
テ
｜
一
ア
ン
、
沖
縄
、
基
隆
、
徳
ノ
島
、
上
海
、
花
蓮
港
、

ソ
、
、
ハ
ン
コ
ッ
ク
、
コ
ロ
島
方
面
よ
り
の
復
員
輸
送
に
従
事
。

昭
和
翠
・
７
．
通
賠
倣
艦
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
於
て
、

５
．
７
船
団
護
衛
の
た
め
片
岡
湾
に
向
け
小
樽
発
。

５
．
皿
片
岡
湾
着
。

．
ｊ
＃
ｎ
コ
ベ
コ
ロ
ｕ
清
竜
芹
出
、
／
こ
‐
フ
、
背
子
亭
一
列
リ
エ
ｊ
」
Ｉ
司
り
」
奇
フ
氏
二
○
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奮
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日八月二十年六十和昭
ー

皇
軍
米
英
軍
と
戦
闘
開
始

大
本
管
陸
海
軍
部
よ
り
發
表

一
【
大
本
轡
陸
海
軍
郡
發
表
買
十
二
月
八
日
午
前
六
睦
帝
閥
陸
海
軍
は

今
八
日
未
明
西
太
平
洋
腫
お
い
て
米
英
軍
と
戦
闘
状
態
に
入
れ
り

西
太
平
洋
に
お
い
イ

英
国
に

ト
ラ
ッ

サ
イ
ゴ

参
道
の
舗
装
を
進
む
と
カ
ラ
カ
ラ
と
下
駄
の
音
が
響
き
、
最
奥
の
鳥
居

ま
で
行
く
と
、
右
手
の
闇
に
白
い
物
が
微
か
に
動
き
だ
す
。
怖
い
も
の
知

ら
ず
の
若
者
時
代
で
あ
る
、
木
刀
を
持
ち
変
え
近
く
に
迫
る
と
又
、
動
き

だ
し
た
。

木
刀
を
構
え
る
と
又
、
動
く
、
よ
く
よ
く
視
る
と
白
い
服
装
の
女
と
男

が
寄
り
添
っ
て
少
し
高
い
所
に
腰
を
掛
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

男
は
黒
っ
ぽ
い
上
着
の
た
め
か
見
え
な
か
っ
た
。
男
女
と
判
明
す
、
速
・
副

刻
に
引
返
え
し
た
。
そ
の
時
う
し
ろ
よ
り
、
会
話
が
聞
こ
え
て
く
る
。

女
Ｉ
あ
の
人
は
誰
れ
１
．

男
－
サ
ー
誰
れ
だ
ろ
う
な
Ｉ
。

と
一
言
。
境
内
の
中
央
だ
け
は
、
月
明
り
が
差
し
込
ん
で
ポ
ッ
ソ
と
明

る
い
。
拝
殿
の
階
段
を
登
り
手
を
合
せ
た
が
お
祈
り
の
言
葉
は
浮
ば
な
い
。

階
段
を
降
り
て
二
振
り
三
振
り
木
刀
を
素
振
り
し
て
境
内
を
去
り
八
幡
宮

橋
に
来
る
と
、
あ
の
二
人
は
何
に
を
お
祈
り
し
た
の
か
と
、
八
幡
さ
ま
の

森
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
月
は
一
面
に
森
を
照
し
て
い
る
。
当
時
小
田
川

ぜ
り

上
流
に
ダ
ム
は
な
く
、
普
段
は
水
量
も
適
度
に
流
れ
川
底
は
砂
利
が
至
る

所
に
敷
き
詰
っ
て
水
が
浄
化
さ
れ
澄
み
き
っ
て
あ
っ
た
。

神
へ
の
信
仰
深
い
人
は
橋
の
下
の
水
で
身
体
を
浄
め
八
幡
さ
ま
に
願
を

海
防
艦
「
福
江
」
の
あ
ら
ま
し

基
準
排
水
量
八
七
○
ト
ン
備
砲
一
二
巻
単
装
三

公
試
排
水
量
一
○
三
○
ト
ン
機
銃
二
五
帳
三
連
装
五

水
線
長
七
六
・
二
○
卿
機
銃
二
五
ボ
単
装
四

最
大
巾
九
・
一
○
腕
爆
雷
三
六
コ

馬
力
四
、
二
○
○
馬
力
雰
州
Ｉ
）
水
測
兵
装
九
二
一
式
聴
音
機

速
力
一
九
・
七
ノ
ッ
ト
九
二
一
式
探
信
機
〈
華
圭
些

引
渡
さ
れ
る
。

”

山
中
長
ミ
郎

(提供：朝日新聞）
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か
け
た
と
い
わ
れ
、
岩
木
山
参
詣
に
行
か
れ
る
人
も
川
に
し
め
縄
を
め
ぐ

ら
し
、
七
日
間
八
幡
さ
ま
に
こ
も
り
魚
や
肉
は
た
べ
ず
水
垢
離
を
と
り
近

村
の
氏
神
参
り

ゃ
親
類
ま
わ
り
を
す
る
。
最
終
日
は
嘉
瀬
の
村
内
を
白

装

東
を
つ
け
、

ヒ
ノ
キ
を
か
ん
な
で
薄
紙
の
テ
ー
プ

の
よ
う
に
け
ず
っ
た
も

の
、
又
、
五
色
の
紙
テ
ー
プ
で
、
竿
の
上
は
短
く
下
は
長
く
ニ
ケ
所
に
東

ね
て
三
メ
ー
ト
ル
ー
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
御
幣
を
つ
く
り
、
若
者
、
壮

年
の
体
力
に
応
じ
て
持
参
す
る
。
 

初
詣
は
赤
、
青
、
二
回
目
か
ら
白
、
五
回
目
銀
、
七
回
目
か
ら
金
紙
。
 

奉
納
と
書
か
れ
た
小
御
幣
を
首
筋
に

さ
し

「
こ
の
小
御
幣
だ
け
は
岩
木
山

参
詣
に
持
っ
て
行
く
」
大
御
幣
の

竿
元
を
腹
巻
に
挿
し
込
ん
で
高
く
揚
か

げ
て
三
十
人
ほ
ど
の
若
者
が
、
笛
、
太
鼓
に
登
山
ば
や
し
で
掛
け
声
勇
ま

し
く
練
り
歩
く
。
 

村
人
の
出
さ
れ
た
お

酒
に
酔
ぱ
ら
っ

て
疲
れ
て
く
る
と
、
大
御
幣
を
軒

先
に
立
て
掛
け
一
休
み
し

て
見
は
り
を
怠
る
と
タ
チ
マ
チ
テ
ー
プ
は
子
供

等
に
抜
き
と
ら
れ
て
し
ま
う
。
 

秋
の
訪
れ
を

告
げ
る
勇
壮
な
風
物
で
あ
っ
た
。
八
幡
宮
橋
の
北
側
に
、
 

マ
 
プ
 

ヒ
 

馬
浴
場
に
降

り
て
行
く
斜
面
路
が
あ
り
、
朝
晩
の
馬
の
運
動
に
は
か
な
ら
 

ず
馬
浴
場
に
入
れ
水
を
呑
ま
せ
、
少
し
走
ら
せ
て
足
を
洗
う
。
 

馬
仕
事
の
済
ん
だ
あ
と
と
夏
に
は
よ
く
馬
の
体
を
洗
い
流
す
。
 

ザ
 
コ
 

橋
の
下
の
深
み
で
馬
を
泳
が
せ
る
こ
と
も
あ
り
、
深
み
に
は
色
々
雑
魚

が
泳
ぎ
釣
り
人
も
よ
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

農
閉
期
に
は
人
夫
や
馬
の
荷
車
が
多
く
出
て
馬
浴
場
の
砂
利
を
運
搬
し

て
野
良
道
を
修
理
さ
れ
た
の
で
す
。
此
の
馬
浴
場
は
古
町
、
後
町
、
畑
中
、
 
 

冷
水
、
小
栗
崎
の
五
ケ
所
に
あ
っ
た
。
畑
中
の
馬
浴
場
は
近
い
町
内
の
奥

さ
ん
方
の
洗
濯
場
で
も
あ
る
。
冬
は
畑
中
の
川
辺
り
の
家
々
で
は
川
面
に

張
っ
た
氷
り
に
穴
を
ニ
・
ッあ
け

ー
つ
は
洗
物
、
 一
つ
は
呑
み
水
に
用
い
ま

し
た
が
今
で
は
思
い
出
に
残
る
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
 

私
の
少
年
期
の
八
幡
さ
ま
 

ア
ヤ
 

絵
馬
奉
納
に
「
父
」
に
連
れ
ら
れ

て
奥
の
殿
前
に
行
く
と
両
側
の
薄
暗

い
所
に
絵
馬
は

二
重
、
三
重
に
掛
け
ら
れ
て
あ
る
、
そ
の
中
よ
り
白
馬
の

絵
馬
を
探
し
当
て
、
絵
馬
を
手
に
し
な
が
ら
ア
ヤ
が
言
う
に
は
、
此
の
絵

馬
は
祖
父
が
駄
賃
つ
け
馬
車
で
物
運
び
を
さ
れ
た
時
に
奉
納
さ
れ
た
そ
う
 

7
オ
 

で
あ
り
、
白
馬
絵
馬
と
自
分
の
黒
馬
の
絵
馬
と
掛
け
並
べ
し
み
じ
み
と
眺

め
て
い
ま
し
た
。
 

八
幡
さ
ま
は
正
月
、
神
楽
、
虫
祭
り
、
宵
宮
、
等
の
祭
り
が
あ
り
賑
う

森
で
あ
り
、
子
供
の
遊
び
の
森
で
も
あ
っ

た
。
町
内
で
の
遊
び
は
た
ま
た

ま
大
人
達
に
叱
ら
れ
る
が
八
幡
さ
ま
境
内
で
は
誰
も
叱
る
者
が
居
な
い
。
 

子
供
の
自
由
に
遊
べ
る
天
国
だ
。
 

子
供
等
は

二
手
に
分
れ
、
兵
隊
ゴ

コ
 「遊
び
」
そ
の
内
に
小
鳥
の
巣
を

発
見
さ
れ
る
と
兵
隊
ゴ

コ
は
、
 一
時
休
戦
と
な
る
。
 

巣
の
掛
か
っ
た
古
木
に
よ
じ
登
り
卵
を
取
る
と
、
小
鳥
捕
え
に
夢
中
に

な
る
。
 

巣
は
た
い
て
い
、
古
木
の
そ
う
と
う
高
い
枝
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
 

登
る
時
は
、
夢
中
で
登
る
が
、
降
り
る
時
に
は
怖
く
て
、
べ
そ
を
か
く
。
 

仲
間
の
手
前
に
泣
く
に
泣
け
な
い
の
で
あ
る
。
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境
内
の
薮
中
に
は
ヘ
ビ
、
ガ
マ
蛙
、
カ
ブ
ト
虫
、
昆
虫
の
種
類
も
多
く

棲
息
し

て
い
る
。
よ
そ
の
昆
虫
よ
り
大
き
く
、
大
き
い
カ
ブ
ト
虫
を
捕
ら

え
て
は
自
慢
の
ー

つ
に
な
る
。
 薮
に
は
、
イ
チ
ゴ
、
 ア
ケ
ビ
、
 ゴ
ン
パ
、
 

オ
オ
バ
ナ

ェ
ン
レ
ソ
ウ
、
 マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
、
 ト
リ
カ
ブ
ト
、
ド
ク
ウ
ッ
ギ
、
 

珍
味
も
あ
れ
ば
、
猛
毒
あ
り
で
あ
る
。
イ
チ
ゴ
や
コ
ン
パ
の
実
を
採
っ
て

は
食
ぺ
て
走
り
廻
る
。
 晩
に
な
る
と
ウ
ル
シ
に
弱
い
私
は
、
顔
ゃ
チ
ン
チ

ン
が
腫
れ
、
 
一
晩
中
摩
み
に
悩
ま
さ
れ
る
癒
え
る
ま
で
三
日
は
か
か
る
。
 

7
パ
 
ア

ヤ
 

母
に
叱
ら
れ
父
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
っ
て
薬
を
塗
っ
て
く
れ
た
。
 

境
内
に
は
ト

チ
、
イ
タ
ヤ
カ
ェ
デ
五
枚
葉
、
ケ
ャ
キ
等
の
巨
木
に
お
お

わ
れ
葉
の
茂
る
季
に
は
昼
も
薄
暗
い
境
内
で
あ
っ
た
。
 ト
チ
の
実
は
凶
年

の
食
用
に
と
二
重
俵
に
し
屋
根
裏
に
置
く
と
十
年
は
保
存
で
き
た
と
い
う
。
 

敗
戦
前
後
他
村
の
人
が
毎
年
拾
い
に
来
ら
れ
た
。
巨
木
は
戦
争
末
期
に
造

船
所
行
に
と
切
ら
れ
敗
戦
後
は
神
へ
の
敬
薄
、
八
幡
さ
ま
の
経
済
も
あ
り
 

マ
タ
 

巨
木
が
切
ら
れ
疎
と
な
っ
た
巨
木
も
復
。
台
風
に
倒
さ
れ
る
、
田
打
桜
、
 

藤
の
花
、
カ
ッ
コ
ウ
、
フ
ク
ロ
、
鴬
等
の
鳥
や
樹
は
往
来
の
人
々
に
季
節

の
訪
れ
を
告
げ
る
。
須
崎
正
敏
先
輩
が
金
木
営
林
署
内

担
当
区
に
勤
務
し

て
い
る
頃
、
営
林
署
の
参
考
に
な
る
事
項
募
集
に
投
書
さ
れ
た
八
幡
さ
ま

境
内
の
生
態
の
書
か
れ
た
の
を
見
て
、
署
長
自
ら
八
幡
さ
ま
に
訪
れ
近
在

の
里
山
に
有
う
す
る
も
の
は
何
ん
で
も
あ
る
平
坦
地
に
は
稀
有
な
存
在
で

あ
る
と
讃
嘆
さ
れ
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
 

青
少
年
期
の
八
幡
さ
ま
 

「
第
十

一
集
か
た
り
べ
の
沢
田
薫
氏
の
日
記
、
八
月
十
五
日

（
日
曜
日
）
 
 

夜
七
時
よ
り
愛
郷
会
の
例
会
、
嘉
瀬
八
幡
宮
に
て
、
出
席
者
十
二
名
（
村

は
い
た
る
所
教
室
な
り
）
」
の
出
席
者
十
二
名
に
私
も
居
た
と
思
う
、
例

会
の
意
見
発
表
は
必
然
の
定
り
で
あ
っ
た
。
 月
二
度
あ
る
例
会
で
の
意
見

発
表
の
順
番
が
来
る
と

一
番
嫌
い
で
あ
る
。
 

順
番
が
近
づ
く
と
心
は
た
だ
焦
る
ば
か
り
で
あ
る
。
最
初
の
頃
に
意
見

発
表
に
戸
惑
う
と
、
木
立
会
長
は
山
中
、
朝
何
時
に
起
て
何
仕
事
し

て
き

た
。
 

ハ
イ
、
私
は
、
六
時
に
起
き
馬
草
刈
っ
て
き
ま
し
た
。
も
う
一
度
言
っ

て
み
ろ
と
会
長
が
言
う
。
朝
六
時
に
起
き
て
馬
草
を
刈
っ
て
来
ま
し
た
。
 

こ
れ
が
最
初
の
私
の
、
意
見
発
表
で
あ
る
。
境
内
の
暗
い
夜
の
例
会
の
時

で
あ
る
。
 

愛
郷
会
員
の
吉
崎
春
雄
、
浜
田
常
男
、
吉
崎
兼
雄
、
沢
田
国
春
等
と
共

に

「
危
険
の
た
め
長
靴
を
履
く
」
八
幡
さ
ま
前
の
橋
の
欄
干
上
よ
り
川
の

深
み
に
飛
び
込
ん
だ
り
、
境
内
で
銃
剣
道
の
稽
古
を
し
て
気
合
を
夜
の
境

内
に
響
か
せ
る
、
帰
り
に
は
横

一
列
に
並
び
大
東
亜
戦
争
必
勝
を
神
に
お

祈
り
す
る
。
 

私
の
兵
役
は
短
く
、
国
内
勤
務
だ
け

で
あ
り
ま
す
。
昭
和
ニ
十
年
三
月

十
日
は
生
涯
忘
れ
る
事
の
な
い
日
で
あ
り
ま
す
。
 三
月
九
日
夜
か
ら
十
日

未
明
に
か
け
て
東
京
大
空
襲
で
あ
り
、
こ
の
日
ア
チ
ズ
、

E
、
ル
メ
イ
司

令
官
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
た
。
 

東
京
大
空
襲
は
、
約
三
〇
〇
機
の

B
2
9
に
よ
り
、
二
時
間
半
も
の
長
き

に
わ
た
っ
て
つ
づ
け
ら
れ
た
。
 

し
か
も
ル
メ
イ
は
あ
ら
か
じ
め
、
長
時
間
燃
焼
す
る
ナ
パ
ー
ム
焼
夷
弾
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か
け
た
と
い
わ
れ
、
岩
木
山
参
詣
に
行
か
れ
る
人
も
川
に
し
め
縄
を
め
ぐ

ら
し
、
七
日
間
八
幡
さ
ま
に
こ
も
り
魚
や
肉
は
た
べ
ず
水
垢
離
を
と
り
近

村
の
氏
神
参
り
や
親
類
ま
わ
り
を
す
る
。
最
終
日
は
嘉
瀬
の
村
内
を
白
装

束
を
つ
け
、
ヒ
ノ
キ
を
か
ん
な
で
薄
紙
の
テ
ー
プ
の
よ
う
に
け
ず
っ
た
も

の
、
又
、
五
色
の
紙
テ
ー
プ
で
、
竿
の
上
は
短
く
下
は
長
く
二
ヶ
所
に
束

ね
て
三
メ
ー
ト
ル
Ｉ
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
御
幣
を
つ
く
り
、
若
者
、
壮

年
の
体
力
に
応
じ
て
持
参
す
る
。

初
詣
は
赤
、
青
、
二
回
目
か
ら
白
、
五
回
目
銀
、
七
回
目
か
ら
金
紙
。

奉
納
と
書
か
れ
た
小
御
幣
を
首
筋
に
さ
し
「
こ
の
小
御
幣
だ
け
は
岩
木
山

参
詣
に
持
っ
て
行
く
」
大
御
幣
の
竿
元
を
腹
巻
に
挿
し
込
ん
で
高
く
場
か

げ
て
三
十
人
ほ
ど
の
若
者
が
、
笛
、
太
鼓
に
登
山
ば
や
し
で
掛
け
声
勇
ま

し
く
練
り
歩
く
。

村
人
の
出
さ
れ
た
お
酒
に
酔
ば
ら
っ
て
疲
れ
て
く
る
と
、
大
御
幣
を
軒

先
に
立
て
掛
け
一
休
み
し
て
見
は
り
を
怠
る
と
タ
チ
マ
チ
テ
ー
プ
は
子
供

等
に
抜
き
と
ら
れ
て
し
ま
う
。

秋
の
訪
れ
を
告
げ
る
勇
壮
な
風
物
で
あ
っ
た
。
八
幡
宮
橋
の
北
側
に
、

マ
プ
上

馬
浴
場
に
降
り
て
行
く
斜
面
路
が
あ
り
、
朝
晩
の
馬
の
運
動
に
は
か
な
ら

ず
馬
浴
場
に
入
れ
水
を
呑
ま
せ
、
少
し
走
ら
せ
て
足
を
洗
う
。

馬
仕
事
の
済
ん
だ
あ
と
と
夏
に
は
よ
く
馬
の
体
を
洗
い
流
す
。

ザ
コ

橋
の
下
の
深
み
で
馬
を
泳
が
せ
る
こ
と
も
あ
り
、
深
み
に
は
色
々
雑
魚

が
泳
ぎ
釣
り
人
も
よ
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

農
閉
期
に
は
人
夫
や
馬
の
荷
車
が
多
く
出
て
馬
浴
場
の
砂
利
を
運
搬
し

て
野
良
道
を
修
理
さ
れ
た
の
で
す
。
此
の
馬
浴
場
は
古
町
、
後
町
、
畑
中
、

境
内
の
薮
中
に
は
ヘ
ビ
、
ガ
マ
蛙
、
カ
ブ
ト
虫
、
昆
虫
の
種
類
も
多
く

棲
息
し
て
い
る
。
よ
そ
の
昆
虫
よ
り
大
き
く
、
大
き
い
カ
ブ
ト
虫
を
捕
ら

え
て
は
自
慢
の
一
つ
に
な
る
。
薮
に
は
、
イ
チ
ゴ
、
ア
ケ
ビ
、
ゴ
ン
パ
、

オ
オ
バ
ナ
エ
ン
レ
ソ
ウ
、
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
、
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ド
ク
ウ
ッ
ギ
、

珍
味
も
あ
れ
ば
、
猛
毒
あ
り
で
あ
る
。
イ
チ
ゴ
や
コ
ン
パ
の
実
を
採
っ
て

は
食
べ
て
走
り
廻
る
。
晩
に
な
る
と
ウ
ル
シ
に
弱
い
私
は
、
顔
や
チ
ン
チ

ソ
が
腫
れ
、
一
晩
中
痒
み
に
悩
ま
さ
れ
る
癒
え
る
ま
で
三
日
は
か
か
る
。

ア
パ

ア
ヤ

母
に
叱
ら
れ
父
は
ニ
ャ
’
一
ャ
笑
っ
て
薬
を
塗
っ
て
く
れ
た
。

境
内
に
は
ト
チ
、
イ
タ
ャ
カ
ェ
デ
五
枚
葉
、
ケ
ヤ
キ
等
の
巨
木
に
お
お

わ
れ
葉
の
茂
る
季
に
は
昼
も
薄
暗
い
境
内
で
あ
っ
た
。
ト
チ
の
実
は
凶
年

の
食
用
に
と
二
重
俵
に
し
屋
根
裏
に
置
く
と
十
年
は
保
存
で
き
た
と
い
う
。

敗
戦
前
後
他
村
の
人
が
毎
年
拾
い
に
来
ら
れ
た
。
巨
木
は
戦
争
末
期
に
造

船
所
行
に
と
切
ら
れ
敗
戦
後
は
神
へ
の
敬
薄
、
八
幡
さ
ま
の
経
済
も
あ
り

マ
ク

巨
木
が
切
ら
れ
疎
と
な
っ
た
巨
木
も
復
。
台
風
に
倒
さ
れ
る
、
田
打
桜
、

藤
の
花
、
カ
ッ
コ
ウ
、
フ
ク
ロ
、
鴬
等
の
烏
や
樹
は
往
来
の
人
々
に
季
節

の
訪
れ
を
告
げ
る
。
須
崎
正
敏
先
輩
が
金
木
営
林
署
内
担
当
区
に
勤
務
し

て
い
る
頃
、
営
林
署
の
参
考
に
な
る
事
項
募
集
に
投
書
さ
れ
た
八
幡
さ
ま

境
内
の
生
態
の
書
か
れ
た
の
を
見
て
、
署
長
自
ら
八
幡
さ
ま
に
訪
れ
近
在

の
里
山
に
有
う
す
る
も
の
は
何
ん
で
も
あ
る
平
坦
地
に
は
稀
有
な
存
在
で

あ
る
と
讃
嘆
さ
れ
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

「
第
十
一
集
か
た
り
べ
の
沢
田
薫
氏
の
日
記
、
八
月
十
五
日
（
日
曜
且

青
少
年
期
の
八
幡
さ
ま

夜
七
時
よ
り
愛
郷
会
の
例
会
、
嘉
瀬
八
幡
宮
に
て
、
川
席
荷
ト
ー
名
（
村

は
い
た
る
所
教
室
な
り
）
」
の
出
席
者
十
二
名
に
私
も
居
た
と
思
う
、
例

会
の
意
見
発
表
は
必
然
の
定
り
で
あ
っ
た
。
月
二
度
あ
る
例
会
で
の
怠
兇

発
表
の
順
番
が
来
る
と
一
番
嫌
い
で
あ
る
。

順
番
が
近
づ
く
と
心
は
た
だ
焦
る
ば
か
り
で
あ
る
。
雌
初
の
城
に
恵
兇

発
表
に
戸
惑
う
と
、
木
立
会
長
は
山
中
、
朝
何
時
に
起
て
何
仕
嚇
し
て
き

た
。

ハ
イ
、
私
は
、
六
時
に
起
き
馬
草
刈
っ
て
き
ま
し
た
。
も
う
一
度
言
っ

て
み
ろ
と
会
長
が
言
う
。
朝
六
時
に
起
き
て
馬
草
を
刈
っ
て
来
ま
し
た
。

こ
れ
が
最
初
の
私
の
、
意
見
発
表
で
あ
る
。
境
内
の
暗
い
夜
の
例
会
の
時

で
あ
る
。

愛
郷
会
員
の
吉
崎
春
雄
、
浜
田
常
男
、
吉
崎
兼
雄
、
沢
田
同
春
等
と
共

に
「
危
険
の
た
め
長
靴
を
履
く
」
八
幡
さ
ま
前
の
橋
の
欄
干
上
よ
り
川
の

深
み
に
飛
び
込
ん
だ
り
、
境
内
で
銃
剣
道
の
稽
古
を
し
て
気
合
を
夜
の
境

内
に
響
か
せ
る
、
帰
り
に
は
横
一
列
に
並
び
大
東
亜
戦
争
必
勝
を
神
に
お

祈
り
す
る
。

私
の
兵
役
は
短
く
、
国
内
勤
務
だ
け
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
二
十
年
三
月

十
日
は
生
涯
忘
れ
る
事
の
な
い
日
で
あ
り
ま
す
。
三
月
九
日
夜
か
ら
十
日

未
明
に
か
け
て
東
京
大
空
襲
で
あ
り
、
こ
の
日
ア
チ
ズ
、
Ｅ
、
ル
メ
イ
司

令
官
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。

ア
ヤ

絵
馬
奉
納
に
「
父
」
に
連
れ
ら
れ
て
奥
の
殿
前
に
行
く
と
両
側
の
薄
暗

い
所
に
絵
馬
は
二
重
、
三
重
に
掛
け
ら
れ
て
あ
る
、
そ
の
中
よ
り
白
馬
の

絵
馬
を
探
し
当
て
、
絵
馬
を
手
に
し
な
が
ら
ア
ャ
が
言
う
に
は
、
此
の
絵

馬
は
祖
父
が
駄
賃
つ
け
馬
車
で
物
運
び
を
さ
れ
た
時
に
奉
納
さ
れ
た
そ
う

ア
オ

で
あ
り
、
白
馬
絵
馬
と
自
分
の
黒
馬
の
絵
馬
と
掛
け
並
べ
し
み
じ
み
と
眺

め
て
い
ま
し
た
。

八
幡
さ
ま
は
正
月
、
神
楽
、
虫
祭
り
、
宵
宮
、
等
の
祭
り
が
あ
り
賑
う

森
で
あ
り
、
子
供
の
遊
び
の
森
で
も
あ
っ
た
。
町
内
で
の
遊
び
は
た
ま
た

ま
大
人
達
に
叱
ら
れ
る
が
八
幡
さ
ま
境
内
で
は
誰
も
叱
る
者
が
居
な
い
。

子
供
の
自
由
に
遊
べ
る
天
国
だ
。

子
供
等
は
二
手
に
分
れ
、
兵
隊
ゴ
コ
「
遊
び
」
そ
の
内
に
小
鳥
の
巣
を

発
見
さ
れ
る
と
兵
隊
ゴ
コ
は
、
一
時
休
戦
と
な
る
。

巣
の
掛
か
っ
た
古
木
に
よ
じ
登
り
卵
を
取
る
と
、
小
鳥
捕
え
に
夢
中
に

な
る
。
巣
は
た
い
て
い
、
古
木
の
そ
う
と
う
高
い
枝
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

登
る
時
は
、
夢
中
で
登
る
が
、
降
り
る
時
に
は
怖
く
て
、
べ
そ
を
か
く
。

仲
間
の
手
前
に
泣
く
に
泣
け
な
い
の
で
あ
る
。

冷
水
、
小
栗
崎
の
五
ヶ
所
に
あ
っ
た
。
畑
中
の
馬
浴
場
は
近
い
町
内
の
奥

さ
ん
方
の
洗
濯
場
で
も
あ
る
。
冬
は
畑
中
の
川
辺
り
の
家
々
で
は
川
面
に

張
っ
た
氷
り
に
穴
を
ニ
ッ
あ
け
一
つ
は
洗
物
、
一
つ
は
呑
み
水
に
用
い
ま

し
た
が
今
で
は
思
い
出
に
残
る
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
大
空
襲
は
、
約
三
○
○
機
の
Ｂ
羽
に
よ
り
、
二
時
間
半
も
の
長
き

に
わ
た
っ
て
つ
づ
け
ら
れ
た
。

し
か
も
ル
メ
イ
は
あ
ら
か
じ
め
、
長
時
間
燃
焼
す
る
ナ
・
ハ
ー
ム
焼
夷
弾

私
の
少
年
期
の
八
幡
さ
ま

約
三
○
○
機
の
Ｂ
羽
に
よ
り
、
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二



津
軽
弁
 
村
の
笑
い
話
コ
 

「焼
 
き
 
餅
」
 

む
ら
の
源
太
ど
ご
の
娘
「
サ
ド
」
 
は十
七
に
な
る
が
、
な
ん
ぼ
か

足
り
な
く
て
、
寝
小
便
も
ら
す
の
だ
。
 

あ
る
日

「
餅
、
食
っ
て
寝
れ
ば
小
便
さ
起
き
ね
ェ
」
と
い
う
話
を

聞
い
て
、
餅
を
食
っ
て
寝
て
も
小
便
に
起
き
ね
だ
ぱ
、
下
の
モ
ノ
さ

押
当
で
て
寝
れ
ば
、
も
っ
と
効
く
と
思
い
、
焼
い
た
餅
を
そ
の
ま
ま
、
 

ア
ソ
コ
の
割
れ
目
さ
押
し
つ
け
、
熱
さ
を
じ
っ
と
我
慢
し
て
い
だ
ら
、
 

ア
ソ
コ
が
赤
く
ム
ッ
ク
ラ
ど
腫
れ
で
、
 小
便
で
な
く
な
っ
た
。
 

こ
れ
が
本
当
の

「
焼
き
餅
」
だ
ぴ
ょ
ん
と
、
村
人
の
声
。
 

（村
）
 

川
辺
に
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
と
遊
び
。
 

ホ
、
 ホ
、
 ホ
ー
タ
ル
来
い
 

こ
っ
ち
の
ミ
ー
ズ
は
あ
ー
ま
い
ぞ
 

あ
っ
ち
の
ミ
ー
ズ
は
に
ー
が
い
ぞ
 

ホ
、
 ホ
、
 ホ
ー
タ
ル
来
い
 

と
歌
わ
せ
た
い
。
 

平
成
九
年
七
月
 

を
町
の
周
囲
に
落
し
、
炎
の
壁
に
よ
っ
て
包
囲
さ
れ
る
状
態
に
し

て
、
逃

げ
ま
と
う
人

々
の
頭
上
に
さ
ら
に
爆
弾
を
落
と
す
と
い
う
念
の

入
れ
方
で

あ
っ
た
。
 

こ
の
と
き
落
と
さ
れ
た
焼
夷
弾
は

一
七
八
五
ト
ン
に
お
よ
ぶ
と
い
う
。
 

こ
の
東
京
大
空
襲
に
よ
り
死
者
推
定
で
一
〇
万
人
、
負
傷
者
四
万
人
に
お

よ
び
、
 一
〇
〇
万
人
以
上
の
人
が
家
を
失
っ

て
い
る
。
 

東
京
全
体
の
約
四
割
が
焦
土
と
化
し
た
と
い
う
の
だ
か
ら
す
さ
ま
じ
い
。
 

（小
和
田
哲
男
著
か
ら
）
 

空
襲
の
夜
私
は
、
大
井
駅
前
に
あ
る
兵
舎
に
お
り
ま
し
た
。
小
学
校
半

分
を
使
用
し
て
い
た
。
上
官
の
命
令
に
よ
り
外
に

出
た
時
は
、

タ
ソ
カ
イ

燈
（
探
照
灯
）
、
 「
灯
台
の
よ
う
な
細
長
い
線
の
明
り

」
の
光
り
が
遠
く

離
れ
た
数
力
所
の
其
台
よ
り
上
空
の

B
2
9を
探
し
求
め
て
施
回
す
る
。
 

タ
ン
カ
イ
燈
の
光
り
に
入
っ
た

B
2
9の
姿
は
光
っ
て
見
え
ま
す
。
 又
操

縦
士
の
目
も
敗
み
光
り
よ
り
逃
れ
ら

れ
ず
。
最
後
は
墜
落
す
る
と
い
わ
れ

る

（
古
兵
殿
の
話
し
）
。
炎
は
上
空
に
舞
い
上
る
、
兵
舎
に
も
火
の
粉
が

飛
来
す
る
。
命
令
な
く
し
て
勝
手
に
行
動
し
て
は
な
ら
ぬ
、
上
官
の
厳
命

で
あ
る
。
初
年
兵
の
私
等
は
た
だ
見

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
 

古
兵
殿
等
は
何
処
に
か
走
り
巡
っ
て
い
る
。
翌
朝
の
運
動
は
普
段
の
コ

ー
 

ス
を
走
ら
ず
、
廃
櫨
と
化
し
た
街
に
行
く
、
崩
壊
さ
れ
た
家
々
が
ま
だ
煉
っ

て
い
た
。
焼
野
原
が
何
処
ま
で
も
続
い
て
国
民
義
勇
隊
、
消
防
隊
が
焼
死

体
を

一
箇
所
に
集
め
て
い
る
、
半
焼
け
し
た
服
装
で
歩
い
て
い
る
人
、
足

を
引
ず
る
人
、
行
じ
み
な
が
ら
苦
痛
に
た
え
て
い
る
人
様
々
の
容
態
は
昨

夜
の
爆
撃
の
地
獄
図
を
物
語
っ

て
い
る
。
班
長
殿
も
初
年
兵
も
ー
ト
言
の
 
 

声
も
な
く
早
々
に
兵
舎
に
か
え
り
ま
し
た
。
 

当
時

B
2
9は
サ
イ
パ
ン
島
よ
り
飛
び
立
ち
富
士
山
の
上
空
に
来
る
と
目

的
の
爆
撃
地
に
向
う
の
だ
と
古
兵
殿
が
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
 

又
サ
イ
パ
ン
島
で
B
2
9の
空
爆
の
準
備
中
で
あ
る
こ
と
、
何
時
頃
日
本
上

空
に
飛
来
す
る
こ
と
も
事
前
に
初
年
兵
に
も
知
ら
せ
て
く
れ
る
が
物
資
乏

し
く
、
制
空
権
を
敵
国
に
掌
握
さ
れ
た
日
本
は
手
も
足
も
で
な
か
っ
た
の

だ
と
思
う
。
 

タ
刻
に
部
隊
長
が
見
え
て
、
昨
夜
の

B
2
9に
よ
り
川
崎
市
の
中
隊
は
防

空
壕
に
爆
弾
を
受
け
班
長
以
下
全
員
戦
死
し

「
そ
の
中
に
三
月
三
日
入
隊

さ
れ
一
週
間
前
ま
で
同
じ
嘉
瀬
の
若
者
で
あ
る
飯
塚
秀
雄
、
沢
田
国
平
の

二
人
も
含
ん
て
い
る
」
 

我
が
軍
の
奮
闘
に
よ
り
B
2
9を
五
〇
機
、
撃
墜
し
た
と
い
わ
れ
、
我
が
中

隊
に
誉
言
が
あ
り
ま
し
た
。

一
九
九
六
年
発
行
の
高
射
師
団
戦
史
に
は
一
一

十
年
三
月
十
日
の
撃
破
五
〇
機
の
戦
果
と
あ
る
、
十
五
セ
ン
チ
高
射
砲
一
一

門
久
我
山

（
現東
京
杉
並
区
）
陣
地
に
配
備
、
こ
れ
は
大
威
力
を
発
揮
し
、
 

以
後

B
2
9は
同
地
上
空
を
避
け
た
と
い
う
。
 

敗
戦
日
の
夜
も
私
達
の
頭
上
を
次
々
と
沖
縄
戦
地
に
飛
び
行
く
若
い
日

本
航
空
隊
員
の
飛
行
機
の
響
き
を
遠
く
、
微
な
音
に
な
る
ま
で
聞
き
な
が

ら
眠
れ
ぬ
夜
で
あ
り
ま
し
た
。
 

敗
戦
期
ま
で
の
八
幡
さ
ま
 

八
幡
さ
ま
の
来
暦
を
詳
し
く
知
り
た

い
方
は
前
発
行
の
第

一
集
嘉
瀬
八

幡
宮
木
下
清

一
記
、
第
五
集
表
紙
絵
解
説
山
中
正
津
、
第
六
集
嘉
瀬
八
幡
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再
 

宮
寄
進
物
石
造
明
細
、
調
査
者
沢
田
薫
、
須
崎
正
敏
、
秋
元
惣
之
進
、
第

七
集
嘉
瀬
八
幡
宮
と
献
納
物
考
秋
元
惣
之
進
等
の
か
た
り
べ
を
参
考
に
し

て
下
さ
い
。
 

拝
殿
の
外
側
の
板
柱
に
は
、
日
清
、
日
露
戦
、
シ
ベ
リ
ァ
出
兵
、
支
那

事
変
、
大
東
亜
戦
争
等
に
出
征
さ
れ
た
者
、
 又
何
か
の
理
由
に
よ
り
郷
里

を
離
れ
て
行
く
者
達
色
々
と
記
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
 

風
化
と
改
築
に
よ
り
判
読
の
で
き
ぬ

の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
夏
の
涼
み

に
拝
殿
の
縁
台
に
上
り

セ
ミ
の
声
を
聞
き
な
が
ら
記
念
の
書
き
印
し
を
探

し
た
こ
と
も
あ
る
。
 

明
治
生
れ
の
山
中
利
助
氏
も
シ

ベ
リ
ア
出
兵
の
時
に
記
し
た
と
申
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
嘉
瀬
の
有
名
人
、
山
中
利
一
氏
の
記
し
た
漢
詩
は
私
の
浅

学
で
は
判
読
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

斉
藤
由
七
、
山
中
新
一
武
運
長
久
、
斉
藤
善
一
皇
国
満
歳
、
平
川
信
等

も
記
さ
れ
し
も
「
他
の
人
の
も
あ
り
」
外
地
で
戦
死
さ
れ
、
復
び
、
ふ
る

さ
と
に
か
え
ら
ざ
る
人
々
で
あ
り
ま
す
。
 

昭
和
五
十
五
年
に
拝
殿
の
火
災
に
よ
り
、
外
側
の
板
柱
に
記
し
た
、
人
々

の
記
録
を
失
う
。
 

流
転
の
兆
す
。
 

八
幡
さ
ま
前
に
京
都
の
舞
妓

が
渡
っ
て
き
そ
う
な
朱
色
の
橋
が
架
け
ら

れ
、
小
田
川
の
土
堤
も
桜
並
木
の
公
園
と
な
っ
た
。
 

行
く
行
く
は
満
開
の
花
の
下
に
自
然
の
道
が
出
来
、
小
道
の
名
称
は
か

た
り
べ
と
命
名
さ
れ
、
京
都
の
哲
学
の
道
の
ご
と
き
、
某
県
の
文
学
の
道

の
ご
と
く
な
ら
れ
る
こ
と
と
、
願
わ
く
は
か
た
り
べ
の
道
で
子
供
等
に
、
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診
に
．
川
口
日
■
■
１
１
ｉ
リ
ー
肌
日
Ⅱ
Ｊ
回
り
Ｉ
出
陳
屯
山
Ⅳ
１
日
例
川
Ⅵ
岡
岨
服

１
１
６
８
１
０
０
０
■
Ｉ

Ｆ

宮
寄
進
物
石
造
明
細
、
調
査
者
沢
田
薫
、
須
崎
正
敏
、
秋
元
惣
之
進
、
第

七
集
嘉
瀬
八
幡
宮
と
献
納
物
考
秋
元
惣
之
進
等
の
か
た
り
べ
を
参
考
に
し

て
下
さ
い
。

拝
殿
の
外
側
の
板
柱
に
は
、
日
清
、
日
露
戦
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、
支
那

事
変
、
大
東
亜
戦
争
等
に
出
征
さ
れ
た
者
、
又
何
か
の
理
由
に
よ
り
郷
里

を
離
れ
て
行
く
者
達
色
々
と
記
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

風
化
と
改
築
に
よ
り
判
読
の
で
き
ぬ
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
夏
の
涼
み

に
拝
殿
の
縁
台
に
上
り
セ
ミ
の
声
を
聞
き
な
が
ら
記
念
の
書
き
印
し
を
探

し
た
こ
と
も
あ
る
。

明
治
生
れ
の
山
中
利
助
氏
も
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
時
に
記
し
た
と
申
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
嘉
瀬
の
有
名
人
、
山
中
利
一
氏
の
記
し
た
漢
詩
は
私
の
浅

学
で
は
判
読
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

斉
藤
由
七
、
山
中
新
一
武
運
長
久
、
斉
藤
善
一
皇
国
満
歳
、
平
川
信
等

も
記
さ
れ
し
も
「
他
の
人
の
も
あ
り
」
外
地
で
戦
死
さ
れ
、
復
び
、
ふ
る

さ
と
に
か
え
ら
ざ
る
人
々
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
に
拝
殿
の
火
災
に
よ
り
、
外
側
の
板
柱
に
記
し
た
、
人
々

の
記
録
を
失
う
。

流
転
の
兆
す
。

八
幡
さ
ま
前
に
京
都
の
舞
妓
が
渡
っ
て
き
そ
う
な
朱
色
の
橋
が
架
け
ら

れ
、
小
田
川
の
土
堤
も
桜
並
木
の
公
園
と
な
っ
た
。

行
く
行
く
は
満
開
の
花
の
下
に
自
然
の
道
が
出
来
、
小
道
の
名
称
は
か

た
り
べ
と
命
名
さ
れ
、
京
都
の
哲
学
の
道
の
ご
と
き
、
某
県
の
文
学
の
道

の
ご
と
く
な
ら
れ
る
こ
と
と
、
願
わ
く
は
か
た
り
べ
の
道
で
子
供
等
に
、

を
町
の
周
囲
に
落
し
、
炎
の
壁
に
よ
っ
て
包
囲
さ
れ
る
状
態
に
し
て
、
逃

げ
ま
と
う
人
々
の
頭
上
に
さ
ら
に
爆
弾
を
落
と
す
と
い
う
念
の
入
れ
方
で

あ
っ
た
。

こ
の
と
き
落
と
さ
れ
た
焼
夷
弾
は
一
七
八
五
ト
ソ
に
お
よ
ぶ
と
い
う
。

こ
の
東
京
大
空
襲
に
よ
り
死
者
推
定
で
一
○
万
人
、
負
傷
者
四
万
人
に
お

よ
び
、
一
○
○
万
人
以
上
の
人
が
家
を
失
っ
て
い
る
。

東
京
全
体
の
約
四
割
が
焦
土
と
化
し
た
と
い
う
の
だ
か
ら
す
さ
ま
じ
い
。

（
小
和
田
哲
男
著
か
ら
）

空
襲
の
夜
私
は
、
大
井
駅
前
に
あ
る
兵
舎
に
お
り
ま
し
た
。
小
学
校
半

分
を
使
用
し
て
い
た
。
上
官
の
命
令
に
よ
り
外
に
出
た
時
は
、
タ
ソ
カ
ィ

燈
（
探
照
灯
）
、
「
灯
台
の
よ
う
な
細
長
い
線
の
明
り
」
の
光
り
が
遠
く

離
れ
た
数
ヵ
所
の
其
台
よ
り
上
空
の
Ｂ
羽
を
探
し
求
め
て
施
回
す
る
。

タ
ソ
カ
イ
燈
の
光
り
に
入
っ
た
Ｂ
羽
の
姿
は
光
っ
て
見
え
ま
す
。
又
操

縦
士
の
目
も
眩
み
光
り
よ
り
逃
れ
ら
れ
ず
。
最
後
は
墜
落
す
る
と
い
わ
れ

る
（
古
兵
殿
の
話
し
）
。
炎
は
上
空
に
舞
い
上
る
、
兵
舎
に
も
火
の
粉
が

飛
来
す
る
。
命
令
な
く
し
て
勝
手
に
行
動
し
て
は
な
ら
ぬ
、
上
官
の
厳
命

で
あ
る
。
初
年
兵
の
私
等
は
た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

古
兵
殿
等
は
何
処
に
か
走
り
巡
っ
て
い
る
。
翌
朝
の
運
動
は
普
段
の
コ
ー

ス
を
走
ら
ず
、
廃
嘘
と
化
し
た
街
に
行
く
、
崩
壊
さ
れ
た
家
々
が
ま
だ
煉
っ

て
い
た
。
焼
野
原
が
何
処
ま
で
も
続
い
て
国
民
義
勇
隊
、
消
防
隊
が
焼
死

体
を
一
箇
所
に
集
め
て
い
る
、
半
焼
け
し
た
服
装
で
歩
い
て
い
る
人
、
足

を
引
ず
る
人
、
佇
じ
み
な
が
ら
苦
痛
に
た
え
て
い
る
人
様
々
の
容
態
は
昨

夜
の
爆
撃
の
地
獄
図
を
物
語
っ
て
い
る
。
班
長
殿
も
初
年
兵
も
一
卜
言
の

１
Ｊ

Ｗ
Ｖ 声

も
な
く
早
々
に
兵
舎
に
か
え
り
ま
し
た
。

当
時
Ｂ
調
は
サ
イ
パ
ソ
島
よ
り
飛
び
立
ち
富
士
山
の
上
空
に
来
る
と
目

的
の
爆
撃
地
に
向
う
の
だ
と
古
兵
殿
が
知
ら
せ
て
く
れ
た
。

又
サ
イ
パ
ン
島
で
Ｂ
調
の
空
爆
の
準
備
中
で
あ
る
こ
と
、
何
時
頃
日
本
上

空
に
飛
来
す
る
こ
と
も
事
前
に
初
年
兵
に
も
知
ら
せ
て
く
れ
る
が
物
資
乏

し
く
、
制
空
権
を
敵
国
に
掌
握
さ
れ
た
日
本
は
手
も
足
も
で
な
か
っ
た
の

だ
と
思
う
。

夕
刻
に
部
隊
長
が
見
え
て
、
昨
夜
の
Ｂ
羽
に
よ
り
川
崎
市
の
中
隊
は
防

空
壕
に
爆
弾
を
受
け
班
長
以
下
全
員
戦
死
し
「
そ
の
中
に
三
月
三
日
入
隊

さ
れ
－
週
間
前
ま
で
同
じ
嘉
瀬
の
若
者
で
あ
る
飯
塚
秀
雄
、
沢
田
国
平
の

二
人
も
含
ん
て
い
る
」

我
が
軍
の
奮
闘
に
よ
り
Ｂ
調
を
五
○
機
、
撃
墜
し
た
と
い
わ
れ
、
我
が
中
弘

隊
に
誉
言
が
あ
り
ま
し
た
。
一
九
九
六
年
発
行
の
高
射
師
団
戦
史
に
は
二
一

十
年
三
月
十
日
の
撃
破
五
○
機
の
戦
果
と
あ
る
、
十
五
セ
ソ
チ
高
射
砲
二

門
久
我
山
（
現
東
京
杉
並
区
）
陣
地
に
配
備
、
こ
れ
は
大
威
力
を
発
揮
し
、

以
後
Ｂ
調
は
同
地
上
空
を
避
け
た
と
い
う
。

敗
戦
日
の
夜
も
私
達
の
頭
上
を
次
々
と
沖
縄
戦
地
に
飛
び
行
く
若
い
日

本
航
空
隊
員
の
飛
行
機
の
響
き
を
遠
く
、
微
な
音
に
な
る
ま
で
聞
き
な
が

ら
眠
れ
ぬ
夜
で
あ
り
ま
し
た
。

八
幡
さ
ま
の
来
暦
を
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
前
発
行
の
第
一
集
嘉
瀬
八

幡
宮
木
下
清
一
記
、
第
五
集
表
紙
絵
解
説
山
中
正
津
、
第
六
集
嘉
瀬
八
幡

川
辺
に
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
と
遊
び
。

ホ
、
ホ
、
ホ
ー
タ
ル
来
い

こ
つ
ち
の
ミ
ー
ズ
は
あ
－
ま
い
ぞ

あ
っ
ち
の
ミ
ー
ズ
は
に
Ｉ
が
い
ぞ

ホ
、
ホ
、
ホ
ー
タ
ル
来
い

と
歌
わ
せ
た
い
。平
成
九
年
七
月

｜
津
軽
弁
一
対
①
笑
Ｏ
話
．
周
幽
圏

「
焼
き
餅
」

む
ら
の
源
太
ど
ご
の
娘
「
サ
ド
」
は
十
七
に
な
る
が
、
な
ん
ぼ
か

足
り
な
く
て
、
寝
小
便
も
ら
す
の
だ
。

あ
る
日
「
餅
、
食
っ
て
寝
れ
ば
小
便
さ
起
き
ね
ェ
」
と
い
う
話
を

聞
い
て
、
餅
を
食
っ
て
寝
て
も
小
便
に
起
き
ね
だ
ば
、
下
の
モ
ノ
さ

押
当
で
て
寝
れ
ば
、
も
っ
と
効
く
と
思
い
、
焼
い
た
餅
を
そ
の
ま
ま
、

ア
ソ
コ
の
割
れ
目
さ
押
し
つ
け
、
熱
さ
を
じ
っ
と
我
慢
し
て
い
だ
ら
、

ア
ソ
コ
が
赤
く
ム
ッ
ク
ラ
ど
腫
れ
で
、
小
便
で
な
く
な
っ
た
。

こ
れ
が
本
当
の
「
焼
き
餅
」
だ
び
ょ
ん
と
、
村
人
の
声
。

敗
戦
期
ま
で
の
八
幡
さ
ま

津
軽
弁

牙

へ

村
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